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いろんなお魚がいっぱいだ！！いろんなお魚がいっぱいだ！！

　地元の子どもたちに美保湾や中野港での漁について

知ってもらおうと、中野港漁村市実行委員会の漁師と

外江保育園の園児との交流が１０月１１日（水）に行

われました。

　早朝に美保湾で漁をした船から、キスやカワハギ、

イカなど、たくさんの魚介類が水揚げされると、初め

て見る光景に園児たちは大興奮していました。

　また、揚がったばかりの魚を直に触ったり、漁師に

魚の名前などの質問をして、魚や港についての関心を

高めました。



☆　保育園・認定こども園　☆

▼対　象

　市内にお住まいで、保護者が仕事、病気、出産、看護などのため、家庭での保育ができない子ども

▼申し込み期間

　１次募集　１１月１日（水）～１２月１日（金）

　※現在、通園している園児も同様に申し込みが必要です。

　※先着順ではありません。

　※期限を過ぎた場合は、２次募集（来年１月４日（木）～３１日（水））に申し込んでください。

　※申込書は、子育て支援課窓口（保健相談センター）、各保育園、認定こども園にあります。また、市ホームペー

　　ジからもダウンロードできます。

▼募集内容

　　※１　開園時間は、延長保育を含めたものです。

　　※２　育成保育園では、０歳から５歳の一貫保育に向けて、平成３０年度から３歳児の保育を開始します。

　　※３　美哉幼稚園の定員・募集する園児の年齢は、保育園分のみを記載しています。

　　※４　小規模保育園は認可前のため、制度上の定員の上限を掲載しています。

▼申し込み・問い合わせ先

　◇子育て支援課児童係（☎４７－１０４６）　◇各保育園、認定こども園

☆　幼稚園　☆
　来年４月から、私立幼稚園に入園を希望する子どもを募集します。

▼対　象　２～５歳児　(平成２４年４月２日～平成２８年４月１日生まれ)

▼申し込み期間　随時受け付けています。

▼募集内容

▼申し込み・問い合わせ先（希望する幼稚園）

　◇聖心幼稚園（☎４２－２０４０）　◇認定こども園 美哉幼稚園（☎４２－２８３９）

来年４月入園の園児を募集します来年４月入園の園児を募集します

名　称 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

聖心幼稚園 20 10 若干名 若干名

美哉幼稚園
（認定こども園） 4 若干名 若干名

名　称
定員
[ 人 ]

受け入れ
年齢

募集する園児の年齢 開園時間
※１０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

わたり保育園 120

１歳児～

○ 若干名 若干名 ○ 若干名

7:30～ 19:00あがりみち保育園 110 ○ 若干名 ○ ○ 若干名

なかはま保育園 105 ○ 若干名 ○ 若干名 ○

栴檀保育園 120

生後
８週後～

○ ○ 若干名 ○ 若干名 若干名 7:15～ 19:00

みなと保育園 60 ○ ○ ○

7:30～ 19:00

つばさ保育園 105 ○ 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

あまりこ保育園 150 ○ ○ 若干名 若干名 若干名 ○

育成保育園 ※２ 55 ○ ○ ○ ○

外江保育園 150 ○ ○ 若干名 ○ 若干名 若干名

夕日ヶ丘保育園 70 ○ ○ 若干名 若干名 若干名 若干名
7:00～ 19:00

（土）7:30～ 18:00

美哉幼稚園 ※３
（認定こども園）

94 満 1歳～ ○ ○ 若干名 若干名 若干名 7:30～ 18:30

夕日ヶ丘ひまわり
保育園（仮称）

19
（※４）

生後
6週後～

○ ○ ○

7:30～ 19:00
サンライズキッズ
保育園（仮称） 

19
（※４）

生後
6カ月後～

○ ○ ○
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児童虐待は社会全体で解決すべき問題です

　境港市では、一人でも多くの皆さんに児童虐待防止に関心を持ってもらうため、１１月の「児童虐待防止推進月

間」を中心に、境港市要保護児童対策地域協議会の構成員（福祉・教育・医療・警察機関など）で、オレンジリボ

ンたすきリレーやオレンジリボンの配布等の児童虐待防止普及啓発のためのキャンペーンイベントを展開します。

虐待かもと思ったらすぐにお電話をください
　あなたの１本のお電話で救われる子どもがいます。

　 ▼連絡（相談）・問い合わせ先　◇子育て支援課　家庭児童相談室　（☎４７－１０７７）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇米子児童相談所　　（☎３３－１４７１）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇全国共通ダイヤル　（☎１

いちはやく

８９）

１１月１１月はは児童虐待防止推進月間児童虐待防止推進月間ですです
今年度の標語　いちはやく　知らせる勇気　つなぐ声

オレンジリボン運動
　「児童虐待のない社会の実現」を目指す市民運動です。

　わたしたち一人ひとりが「子育てにやさしい社会」を作ることが、児童虐待の防止に

つながります。児童虐待防止に賛同される人が、それぞれ胸にオレンジリボンを着ける

ことで、児童虐待防止の活動に参加できます。

オレンジリボンたすきリレー
　「子どもたちに明るい未来を」を合言葉に、児童虐待防止の象徴カラーであるオレンジ色のたすきをかけて沿道

を走り、児童虐待防止の啓発を行います。ランナーへの応援をよろしくお願いします。

▲

と　き　１１月１８日（土）

　　　　　午前１０時～１１時（※小雨決行）

▲

ところ　市役所（保健相談センター前）から

　　　　　県道２８５号線を経由するコース

　　　　　※詳細は右記コース図を参照

▲

たすきリレーについて

　市内の主な中継地点は次のとおりです。

　　◇済生会境港総合病院（１０：１０頃）

　　◇みなと保育園（１０：２０頃）

　　◇学校給食センター（１０：３０頃）

　　◇誠道公民館（１０：４０頃）

　　◇地域子育て支援センターひまわり（１０：５０頃）

　　◇つばさ保育園（１１：００頃）

▲

問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係（☎４７－１０７７）

       

 

至 米子児童相談所 
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児童虐待とは・・・

身体的虐待 … 殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、　　　　　　    溺れさせる など

性 的 虐 待 … 子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にする など

ネグレクト …
 家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、

　　　　　　　 重い病気になっても病院に連れて行かない など

心理的虐待 …
 言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子どもの目の前で家族

　　　　　　　 に対して暴力をふるう（ＤＶ）  など
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　境港市は、「人権」を身近に感じていただきたいと、

１２月１０日（日）に、「絆がはぐくむまちづくり」をテー

マに、今年も人権ふれあいフェスティバルを開催します。

　人間により殺処分直前だった犬の夢
ゆめのすけ

之丞は、その人間の

「大切な命」を助ける災害救助犬として、ハルクとともに

現在、活躍しています。

　今年は、その夢之丞とハルクがやってきます。

　日曜日のひととき、たった１つしかない「命の大切さ」

と「人権」について考え、見つめ、心豊かな「出会い」の

場にしたいものです。

▼と　き　　１２月１０日（日）

　　　　　　午前１１時３０分～午後３時３０分

▼ところ　　文化ホール

▼内　容

◇展　示　（午前１１時３０分～）

　小・中学生の人権標語やポスター、

　人権啓発パネル（人権の花運動）ほか

◇バザー　（午前１１時３０分～午後１時、

　　　　　　　午後３時～３時３０分※一部のみ）

◇開会行事（午後１時～）

　まつぼっくり太鼓演奏ほか

◇講演会と災害救助犬によるデモンストレーション

　　　　　（午後１時３０分～３時）

　・演　題　かけがえのない『命の大切さ』

　・講　師　大西純
じゅん

子
こ

さん

　　　　　（「ピースワンコ・ジャパン」プロジェクトリーダー）

▼入場料　　無料（要整理券）

　※当日、空席がある場合のみ、整理券なしで入場できます。

▼定　員　　４００人

　整理券は、市内各公民館、しおさい・なぎさ会館、市民

活動センター、市民図書館、市民会館、文化ホール、海

とくらしの史料館、地域振興課人権政策室で１１月１０日

（金）から配付します。

※手話通訳あり。

※託児希望の場合は、１２月６日（水）までに申し込んで

　ください。

▼託児申し込み・問い合わせ先

　地域振興課人権政策室

　☎４７－１１０２　FAX４４－３００１

　Mail chiikishinkou@city.sakaiminato.lg.jp

　世界人権宣言が国連総会で採択された１２月１０日を記念して「人権デー」とし、

この日を最終日とする１週間を「人権週間」としており、今年は６９回目となります。

　この機会に、あらためてさまざまな人権問題に関心を持ち、家庭や地域、職場な

どで人権に対する理解を深め、全ての人々の人権が尊重される「豊かで安心できる

社会の実現」を目指していくことが大切です。

１２月４日（月）～１０日（日）は１２月４日（月）～１０日（日）は「人権週間」「人権週間」ですです

人権ふれあいフェスティバルを開催します

人ＫＥＮまもる君 人ＫＥＮあゆみちゃん

あいにきてね！

夢之丞
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（１）健全化判断比率
　平成２８年度決算における境港市の比率は、いずれも財政等を早期に健全化すべきとされる基準値（早期健

全化基準）を大きく下回っています。

◇実質赤字比率、連結実質赤字比率は、平成２７年度に引き続き黒字であったために比率は生じません。

◇実質公債費比率は、一般会計の元利償還額が減少傾向にあることから、平成２７年度と比較して０．３ポイ

　ント改善しました。

◇将来負担比率は、借入金の残高が減少していることなどにより、平成２７年度と比較して７．５ポイント改

　善しました。

健全化判断比率 平成28年度 平成27年度
早期健全化
基　　準

財政再生
基　準

実質赤字比率 赤字なし 赤字なし 13.78% 20.0%

連結実質赤字比率 赤字なし 赤字なし 18.78% 30.0%

実質公債費比率 13.5% 13.8% 25.0% 35.0%

将来負担比率 88.9% 96.4% 350.0% ー

（２）資金不足比率
　土地区画整理費特別会計で平成２７年度決算に引き続き資金不足（対前年度＋４.７ポイント）が生じてい

ますが、経営状況を早期に健全化すべきとされる基準値（経営健全化基準）を下回っています。

公営企業の会計名 平成28年度 平成27年度
経営健全化
基　　準

下水道事業費特別会計 資金不足なし 資金不足なし

20.0%土地区画整理費特別会計 9.9% 5.2%

市場事業費特別会計 資金不足なし 資金不足なし

境港市財政の
健全化判断比率等をお知らせします
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）の規定により、平成２８年度決算に基づく「健全化判断

比率」と「資金不足比率」を算定しました。

　この比率は、自治体財政の「健全度」を測るものさしとするもので、その算定結果をお知らせします。

▼問い合わせ先　財政課財政係（☎４７－１０１２）

【健全化判断比率】

　地方自治体の財政健全化が必要かどうかを判断する比率

で、次の４つがあります。

①実質赤字比率

　地方公共団体の中心的な会計（一般会計等）の赤字の程

度を指標化し、財政運営の深刻度を示すものです。

②連結実質赤字比率

　すべての会計の黒字額や赤字額を合算し、地方公共団体

全体としての赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を

示すものです。

③実質公債費比率

　地方公共団体の借入金の返済金とこれに準じた経費の合

計額を指標化し、資金繰りの危険度を示すものです。

④将来負担比率

　地方公共団体の将来負担するべき実質的な負債の程度を

指標化し、将来財政運営を圧迫する可能性を示すものです。

【資金不足比率】

　公営企業の事業規模である「料金収入の規模」と「資金

不足の額（赤字額）」を比較し、経営状況の深刻度を示す

ものです。

用語解説
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▼問い合わせ先

　財政課財政係（☎47－1012）

区    分 予 算 現 額 収 入 済 額 収入率

市 税 38 億 5,465 万円 25 億 743 万円 65.0％

地 方 交 付 税 33 億 5,000 万円 21 億 3,238 万円 63.7％

国・県支出金 38 億 1,317 万円 8億 6,100 万円 22.6％

市 債 14 億 2,070 万円 380 万円 0.3％

そ の 他 45 億 7,702 万円 11 億 5,590 万円 25.3％

合 計 170 億 1,554 万円 66 億 6,051 万円 39.1％

区    分
１人当たり
の負担額

１世帯当たり
の負担額

備　考

市 税 111,632 円 254,500 円

人口

　34,530 人

世帯数

　15,146 世帯

国民健康

保 険 税
82,899 円 128,457 円

被保険者数

　7,097 人

対象世帯数

　4,580 世帯

総務費（執行率：25.3％）

予算現額　20億 7,491 万円

支出済額　 5億 2,419 万円

民生費（執行率：37.6％）

予算現額　56億 5,985 万円

支出済額　21億 2,718 万円

衛生費（執行率：36.9％）

予算現額　11億 9,931 万円

支出済額　 4億 4,257 万円

商工費（執行率：67.3％）

予算現額　17億 375 万円

支出済額　11億 4,690 万円

その他（執行率：43.5％）

予算現額　 9億 9,328 万円

支出済額　 4億 3,213 万円

公債費（執行率：36.3％）

予算現額　14億 5,858 万円

支出済額　 5億 2,905 万円

教育費（執行率：39.6％）

予算現額　14億 2,943 万円

支出済額　 5億 6,632 万円

土木費（執行率：19.0％）

予算現額　24億 9,643 万円

支出済額　 4億 7,459 万円

一般会計歳出一般会計歳出

予算現額：170 億 1,554 万円

支出済額： 62億 4,293 万円

　　　　　（執行率：36.7％）

一般会計歳入一般会計歳入 市民の税負担状況市民の税負担状況

境 港 市 の　 財 政 状 況財 政 状 況
　境港市は、市民の皆さんが納める税金や国から交付される地方交付税

などで運営されています。これら収支の状況は、毎年２回財政公表とし

てお知らせしています。今回は平成２９年度予算の執行状況や市債の状

況などについてお知らせします。

（平成２９年９月３０日現在）
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境 港 市 の　 財 政 状 況境 港 市 の　

用

語

の

説

明
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の
で
、
市
の
会

計
の
中
心
と
な
る
も
の
で
す
。

【
特
別
会
計
】

　

市
が
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、

一
般
会
計
と
区
別
し
て
設
置
す
る
も

の
で
す
。

【
公
営
企
業
会
計
】

　
「
独
立
採
算
」
を
原
則
と
す
る
会

計
で
、
特
別
会
計
の
う
ち
※
印
の
も

の
で
す
。

【
市　

税
】

　

市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
、
皆

さ
ん
が
市
に
納
め
る
税
金
で
す
。

【
地
方
交
付
税
】

　

所
得
税
や
法
人
税
な
ど
、
国
が
徴

収
し
た
税
金
の
一
部
が
、
市
の
財
政

状
況
等
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金
で
す
。

【
国
・
県
支
出
金
】

　

工
事
や
福
祉
、
教
育
事
業
な
ど
、

特
定
の
事
業
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、

国
ま
た
は
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

で
す
。

【
市　

債
】

　

大
き
な
事
業
を
行
う
た
め
に
、
国

や
金
融
機
関
等
か
ら
借
り
る
市
の
借

金
で
す
。

【
総
務
費
】

　

課
税
徴
収
、
市
民
活
動
、
広
報
、

情
報
処
理
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
民
生
費
】

　

障
が
い
者
、
高
齢
者
、
保
育
園
、

生
活
保
護
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
衛
生
費
】

　

健
康
診
断
や
予
防
接
種
、
ご
み
処

理
、
し
尿
処
理
等
に
関
す
る
経
費
で

す
。

【
商
工
費
】

　

各
種
資
金
融
資
や
観
光
振
興
等
に

関
す
る
経
費
で
す
。

【
土
木
費
】

　

道
路
・
公
園
の
整
備
や
維
持
管
理
、

市
営
住
宅
管
理
等
に
関
す
る
経
費
で

す
。

【
教
育
費
】

　

小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
、
図
書
館
、

公
民
館
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
公
債
費
】

　

市
が
借
り
入
れ
た
借
金
（
市
債
）

の
返
済
に
要
す
る
経
費
で
す
。

【
一
時
借
入
金
】

　

支
出
す
る
現
金
が
不
足
し
た
と
き

に
、
資
金
繰
り
の
た
め
金
融
機
関
か

ら
一
時
的
に
借
り
る
お
金
で
す
。

【
基　

金
】

　

特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て

ら
れ
る
資
金
等
で
、
市
の
貯
金
で
す
。

会  計  名    未 償 還 額

一 般 会 計 120 億 1,704 万円

下水道事業費特別会計 107 億 5,663 万円

そ の 他 特 別 会 計 8億 1,096 万円

合 計 235 億 8,463 万円

会  計  名 借 入 金 額

一 般 会 計 0万円

会  計  名
（※印：公営企業会計）

予 算 現 額
収 入 済 額

支 出 済 額

国民健康保険費 47 億 2,191 万円
20 億 6,649 万円

18 億 9,224 万円

駐 車 場 費 ※ 1億 7,425 万円
1,829 万円

1億 6,809 万円

下水道事業費※ 29 億 7,026 万円
3億 5,910 万円

9億 4,274 万円

高齢者住宅整備
資金貸付事業費

563 万円
104 万円

0万円

介 護 保 険 費 37 億 5,949 万円
15 億 4,025 万円

14 億 8,479 万円

土地区画整理費※ 5億 622 万円
0万円

4億 9,112 万円

市 場 事 業 費 ※ 6,463 万円
3,025 万円

2,986 万円

後期高齢者医療費 3億 9,538 万円
1億 3,419 万円

1億 3,756 万円

特別会計予算の執行状況特別会計予算の執行状況 市債の現在高市債の現在高

一時借入金の現在高一時借入金の現在高

市民１人当たりの市債現在高

（公営企業会計を除く）

　３４８，０６３円

市有財産の状況市有財産の状況

基金

43 億 7,678 万円

土地

1,797,971 平方㍍

建物

143,734 平方㍍

有価証券・出資金など

2億 4,822 万円

7　平成２９年１１月



連
携
強
化
に
よ
る
一
体
的
発
展

　

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長

会
を
は
じ
め
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大

山
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
協
議
会
、
中
海
・

宍
道
湖
観
光
協
議
会
で
構
成
す
る
中

海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
機
構
が
７
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
多
言
語
案
内

の
整
備
、
宿
泊
施
設
情
報
の
一
元
化

な
ど
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
の

人
々
へ
の
き
め
細
か
な
対
応
を
促
進

し
、
受
け
入
れ
体
制
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
で
、
圏
域
の
総
合
的
か
つ
一
体

的
な
観
光
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
圏
域
市
長
会
で
は
、
２
０

２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
合
宿
地
の
共

同
誘
致
や
、
伯
耆
国
「
大
山
開
山

１
３
０
０
年
祭
」、「
不ふ

ま
い
こ
う

昧
公
２
０
０

年
祭
」
な
ど
を
一
体
と
な
っ
て
盛
り

上
げ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

米
子
市
と
の
関
係
で
は
、
７
月
27

日
に
、
境
港
市
・
米
子
市
連
携
懇
談

会
を
開
催
し
、
米
子
・
境
港
間
の
高

規
格
幹
線
道
路
の
あ
り
方
や
原
子
力

防
災
の
推
進
な
ど
、
両
市
が
抱
え
る

共
通
の
課
題
に
つ
い
て
米
子
市
長
と

率
直
な
意
見
交
換
を
行
い
、
今
後
、

両
市
が
歩
調
を
合
わ
せ
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
課
題
解
決
に
向
か
っ
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

新
た
な
広
聴
事
業
と
し
て
、
９
月

４
日
に
ま
ち
づ
く
り
若
者
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

公
募
の
ほ
か
、
地
区
自
治
連
合
会

や
青
年
会
議
所
、
市
内
事
業
所
か
ら

推
薦
を
い
た
だ
い
た
、
20
代
、
30
代
、

９
人
の
委
員
の
皆
さ
ん
と
私
が
、
今

回
は
観
光
振
興
を
テ
ー
マ
に
意
見
交

換
を
行
い
、「
海
を
生
か
し
た
体
験

型
観
光
の
提
供
」
な
ど
、
貴
重
な
意

見
、
提
言
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
今
後
、
こ
う
し
た
若
者

な
ら
で
は
の
視
点
や
柔
軟
な
発
想
を

生
か
し
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

環

日

本

海

交

流

　

環
日
本
海
国
際
フ
ェ
リ
ー
は
、
１

月
か
ら
７
月
末
ま
で
に
境
港
・
東ト

ン

海ヘ

間
を
28
往
復
運
航
し
、
旅
客
数

は
、
１
万
９
千
人
余
で
、
前
年
比

１
０
８
％
と
な
っ
て
お
り
、
過
去
最

高
を
記
録
し
た
昨
年
を
上
回
る
ペ
ー

ス
で
好
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
４
月
に
は
、
平
成
21

年
の
就
航
以
来
の
境

さ
か
い
こ
う港

利
用
者
が

20
万
人
を
突
破
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

一
方
、
境
港
発
着
の
貨
物
量
は
、

７
月
末
現
在
で
約
３
千
ト
ン
、
前
年

比
１
０
８
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

９
月
９
日
に
、
ロ
シ
ア
沿
海
地
方

の
ハ
サ
ン
地
区
で
開
催
さ
れ
た
第
23

回
環
日
本
海
拠
点
都
市
会
議
で
は
、

北
東
ア
ジ
ア
の
都
市
間
に
お
け
る
物

流
ル
ー
ト
の
発
展
や
国
際
観
光
の
活

性
化
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

さ
ら
な
る
経
済
交
流
の
拡
大
に
つ
い

て
合
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
度
の
ロ
シ
ア
訪
問
に

合
わ
せ
て
、
来
年
、
友
好
都
市
提
携

25
周
年
を
迎
え
る
中
国
・
琿

フ
ン
チ
ュ
ン春

市
を

訪
問
し
、
今
後
、
さ
ら
に
交
流
を
深

め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

連
携
強
化
に
よ
る
一
体
的
発
展

９月定例市議会報告
　９月定例市議会が９月１３日から１０月２日まで開催されました。
　定例市議会には、平成２９年度一般会計補正予算などが上程され、次のとおり可決
されました。

市

政

概

要

報

告

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

環

日

本

海

交

流

まちづくり若者委員会の様子
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観

光

振

興

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
観
光
入
り

込
み
客
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
８
月

末
現
在
で
１
４
１
万
６
千
人
と
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
本
格
的
な
工
事
に

入
っ
て
か
ら
も
、
ほ
ぼ
昨
年
並
み
を

維
持
し
て
お
り
ま
す
。
水
木
し
げ
る

記
念
館
で
は
、
８
月
９
日
に
、
開
館

以
来
の
入
館
者
数
が
３
５
０
万
人
を

突
破
し
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
は
、
来
年

７
月
か
ら
始
ま
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
向
け
て
、

年
明
け
か
ら
鬼
太
郎
列
車
全
６
両
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
ほ
か
、
水
木
し

げ
る
ロ
ー
ド
に
つ
き
ま
し
て
も
、
大

き
く
取
り
上
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
、
境
港
に
寄
港
し
た
ク
ル
ー

ズ
客
船
は
、
８
月
末
現
在
で
、
す
で

に
昨
年
の
実
績
を
上
回
る
46
回
を
数

え
、
最
終
的
に
は
60
回
の
寄
港
が
見

込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
、
中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
圏
域
の
５
市
が
中
心
と
な
っ
て

岸
壁
で
の
お
も
て
な
し
を
担
う
体
制

と
な
り
、
よ
り
広
く
圏
域
の
文
化
や

芸
能
を
紹
介
し
、
旅
の
思
い
出
づ
く

り
を
演
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

米
子
鬼
太
郎
空
港
に
お
き
ま
し
て

は
、
７
月
か
ら
、
東
京
便
に
お
い
て

山
陰
初
の
就
航
と
な
る
大
型
機
ボ
ー

イ
ン
グ
７
８
７
が
導
入
さ
れ
、
搭
乗

率
も
堅
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ソ
ウ
ル
便
・
香
港
便
も
好

調
で
、
特
に
香
港
便
は
、
６
月
の
搭

乗
率
が
81
％
を
記
録
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
さ
ら
な
る
利
用
促
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

水

産

業

　

平
成
29
年
上
半
期
の
境
漁
港
に
お

け
る
水
揚
げ
量
は
、
マ
イ
ワ
シ
や
サ

バ
等
の
豊
漁
に
よ
り
７
万
７
千
ト
ン

余
で
、
前
年
比
１
３
８
％
と
大
幅
に

増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
揚
げ
金
額
に
つ
き
ま
し

て
も
１
０
９
億
６
千
万
円
余
で
、
前

年
比
１
０
７
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
の
マ
グ
ロ
漁
は
、
初
水
揚
げ

が
６
月
12
日
と
、
平
成
18
年
以
降
最

も
遅
い
水
揚
げ
と
な
り
ま
し
た
が
、

例
年
よ
り
も
大
型
の
マ
グ
ロ
が
順
調

に
水
揚
げ
さ
れ
た
こ
と
で
、
１
カ
月

後
の
７
月
12
日
に
は
、
自
主
的
に
定

め
た
漁
獲
量
に
達
し
、
漁
期
を
終
え

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

６
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
第
７
回

ま
ぐ
ろ
感
謝
祭
で
は
、
本
年
も
多
く

の
来
場
者
で
賑
わ
う
中
、
境
港
天
然

本
マ
グ
ロ
の
知
名
度
向
上
と
消
費
拡

大
、
資
源
管
理
の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
本
年
は
、
関
西

圏
に
加
え
、
首
都
圏
に
も
足
を
運
び
、

試
食
販
売
等
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
産
加
工
品
の
情
報
発
信

と
し
て
、
９
月
２
日
、
第
７
回
み
ん

な
で
選
ぶ
境
港
の
水
産
加
工
大
賞
を

10
社
の
出
展
に
よ
り
、
夢
み
な
と
タ

ワ
ー
で
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。農

業

　

本
市
特
産
の
白
ね
ぎ
栽
培
に
つ
き

ま
し
て
は
、
連
作
障
害
に
効
果
の
あ

る
緑
肥
作
物
の
種
子
代
助
成
や
病

害
虫
防
除
薬
剤
費
助
成
に
加
え
て
、

黒
く
ろ
ぐ
さ
れ腐

菌
き
ん
か
く
び
ょ
う

核
病
の
防
除
支
援
を
継
続
し

て
実
施
し
、
被
害
の
防
止
に
努
め
、

白
ね
ぎ
産
地
の
維
持
、
拡
大
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴

い
、
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
中

で
、
農
業
分
野
に
お
け
る
労
働
力
不

足
は
、
農
業
経
営
の
規
模
の
拡
大
や

安
定
化
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
農
業
の
知
識
や
技
術
、

言
葉
や
生
活
習
慣
等
を
学
ん
だ
外
国

人
技
能
実
習
生
を
労
働
力
と
し
て
受

け
入
れ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
、
国

家
戦
略
特
別
区
域
の
指
定
を
め
ざ
し

て
、
鳥
取
県
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

８
月
21
日
に
、
米
子
市
と
大
山
町
と

共
同
で
国
に
提
案
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

誠
道
町
の
飛
砂
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
住
宅
地
に
隣
接
す
る
畑
地
に

高
さ
３
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約
５
１
２

メ
ー
ト
ル
の
防
砂
ネ
ッ
ト
を
設
置
す

る
た
め
の
用
地
買
収
に
向
け
て
、
現

在
、
用
地
測
量
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

商

工

業

　

企
業
立
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
山

陰
ア
シ
ッ
ク
ス
工
業
株
式
会
社
の
新

工
場
が
５
月
に
竣
工
し
、
市
内
で
新

た
に
７
人
が
雇
用
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
た
、
８
月
９
日
に
は
、
化
粧
品

製
造
卸
販
売
等
を
行
っ
て
い
る
エ
ン

チ
ー
ム
株
式
会
社
が
、
竹
内
工
業
団

地
に
建
設
予
定
の
化
粧
品
製
造
工
場

に
係
る
土
地
売
買
契
約
を
締
結
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
、
市
内
で
新
た
に
10

人
を
雇
用
し
、
来
年
７
月
か
ら
操
業

を
開
始
す
る
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
企
業
誘
致
の
促
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
の
拡
大
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
、
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
境
港
に
加
え
、
７
月
３
日
か

ら
鳥
取
県
が
運
営
す
る
県
立
境
港
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
が
市
役
所
別
館
１
階
に

開
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、

土
曜
日
も
開
庁
す
る
ほ
か
、
求
人
開

拓
や
企
業
向
け
人
材
確
保
支
援
の
た

め
の
専
門
員
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、

求
職
者
や
企
業
に
対
し
、
利
便
性
の

向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

水

木

し

げ

る

ロ

ー

ド

リ

ニ

ュ

ー

ア

ル

事

業

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
６
月
か

ら
、
本
町
と
松
ヶ
枝
町
の
一
部
を
除

く
区
間
で
本
格
的
な
道
路
改
良
工
事

が
始
ま
り
、
８
月
か
ら
は
、
照
明
設

備
の
工
事
に
も
着
手
す
る
な
ど
、
平

成
30
年
７
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
に
向
け
、
順
調
に
進
捗
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
18
日
か
ら
Ｊ
Ｒ
境
港

駅
前
公
園
に
お
き
ま
し
て
、
工
事
に

伴
い
一
時
的
に
取
り
外
し
た
ブ
ロ
ン

ズ
像
を
集
合
展
示
す
る
世
界
妖
怪
会

議
を
開
催
し
て
お
り
、
夏
休
み
以
降
、

大
変
多
く
の
人
々
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

工
事
の
実
施
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
不
便
を
お

か
け
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
引
き
続
き
、
安
全
対
策
と
あ
わ

せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信
に
努

め
な
が
ら
、
工
事
期
間
中
も
水
木
し

げ
る
ロ
ー
ド
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
最
大
限
の
配
慮
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

観

光

振

興

水

産

業

農

業

商

工

業

水

木

し

げ

る

ロ

ー

ド

リ

ニ

ュ

ー

ア

ル

事

業
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港

湾

整

備

　

８
月
末
、
中
野
地
区
国
際
物
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
新
た
に
係
留
設
備
が

２
基
設
置
さ
れ
、
６
万
ト
ン
級
の
ク

ル
ー
ズ
客
船
の
着
岸
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
本
年
度
末
に
は
、
さ
ら
に

１
基
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、

来
年
の
春
以
降
は
、
11
万
ト
ン
級
の

船
舶
ま
で
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
南
地
区
岸
壁
に
は
、

大
型
テ
ン
ト
と
屋
根
付
き
通
路
が
本

年
度
中
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
安
全
な
動
線
の
確
保
や
円

滑
な
入
国
手
続
き
な
ど
、
受
け
入
れ

環
境
の
整
備
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
竹
内
南
地
区
貨
客
船
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
に
入
っ
て
、
着
々
と
工
事
が
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
の
完
成
に
向
け
て
、

引
き
続
き
、
事
業
の
円
滑
な
進
捗
を

図
る
た
め
に
、
７
月
25
日
に
、
中
海
・

宍
道
湖
・
大
山
圏
域
の
行
政
、
議
会
、

経
済
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
、
国
や

鳥
取
・
島
根
両
県
選
出
の
国
会
議
員

へ
の
要
望
活
動
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
境
港
流
通
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
ら

れ
て
い
る
国
内
Ｒロ

ー

ロ

ー

Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
定
期
航

路
の
開
設
を
め
ざ
し
た
取
り
組
み
と

し
て
、
昨
年
に
続
き
、
境
港
と
苫
小

牧
港
の
間
で
、
試
験
輸
送
が
７
月
に

行
わ
れ
る
な
ど
、
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ

ル
完
成
を
見
据
え
、
実
現
可
能
性
の

検
証
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

夕
日
ヶ
丘
団
地
の
市
街
化
促
進

　

本
年
度
の
夕
日
ヶ
丘
団
地
の
分
譲

に
つ
き
ま
し
て
は
、
８
月
末
現
在
で
、

定
期
借
地
契
約
件
数
が
子
育
て
世
代

を
中
心
に
12
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
、
大
規
模
区
画
を
一
般
住

宅
向
け
に
再
整
備
し
た
県
営
住
宅
北

側
の
区
画
に
お
き
ま
し
て
も
住
宅
の

着
工
が
始
ま
り
、
今
後
の
分
譲
に
弾

み
が
つ
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
夕
日
ヶ
丘
メ
モ
リ
ア
ル

パ
ー
ク
の
中
海
沿
い
で
は
、
か
わ
ま

ち
づ
く
り
計
画
に
基
づ
き
、
国
土
交

通
省
に
よ
る
親
水
護
岸
整
備
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

本
年
中
に
は
工
事
に
着
手
し
、
平

成
30
年
度
に
竣
工
の
予
定
と
な
っ
て

お
り
、
完
成
後
は
水
辺
に
親
し
む
憩

い
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
、

健
康
シ
テ
ィ
夕
日
ヶ
丘
に
ふ
さ
わ
し

い
新
た
な
魅
力
あ
る
エ
リ
ア
と
な
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
閉
鎖

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
２
年

か
ら
現
施
設
で
く
み
取
り
し
尿
と
浄

化
槽
汚
泥
の
受
け
入
れ
処
理
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
公
共
下
水
道
の
普

及
に
よ
る
受
け
入
れ
量
の
激
減
と
施

設
の
老
朽
化
か
ら
、
下
水
道
セ
ン

タ
ー
で
の
一
元
処
理
化
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
末
に
下
水
道
セ
ン
タ
ー
の

汚
泥
等
受
け
入
れ
施
設
が
完
成
し
た

こ
と
を
受
け
て
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
で

の
受
け
入
れ
を
終
了
し
、
そ
の
後
、

施
設
内
の
清
掃
作
業
を
行
い
、
６
月

30
日
を
も
っ
て
閉
鎖
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

防

災

対

策

　

島
根
原
子
力
発
電
所
１
号
機
の
廃

止
措
置
計
画
に
対
す
る
中
国
電
力
へ

の
回
答
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全
協

定
に
基
づ
き
、
全
体
計
画
と
第
一
段

階
で
あ
る
解
体
工
事
準
備
期
間
に
つ

い
て
、
住
民
の
安
全
確
保
や
環
境
の

保
全
を
図
る
こ
と
を
最
優
先
に
実
施

す
る
こ
と
な
ど
の
意
見
を
付
し
た

う
え
で
、
６
月
27
日
に
鳥
取
県
知
事
、

米
子
市
長
と
連
名
で
、
了
承
す
る
旨

を
通
知
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
島
根
県
知
事
に
対
し
て
も
、

覚
書
に
基
づ
き
、
同
様
の
意
見
書
を

提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

原
子
力
防
災
訓
練
に
つ
き
ま
し
て

は
、
11
月
19
日
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
日

吉
津
を
避
難
退
域
時
検
査
会
場
と
し

て
、
バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
等
を
利
用
し
た
住

民
や
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
訓

練
等
を
行
い
ま
す
。

　

国
内
各
地
で
大
規
模
災
害
が
頻
発

す
る
中
で
、
防
災
ヘ
リ
と
し
て
の
活

用
も
期
待
さ
れ
る
大
型
輸
送
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
Ｃ
Ｈ
‐
47 

２
機
が
、
来
年

３
月
に
美
保
基
地
へ
新
規
配
備
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
８
月

に
そ
の
う
ち
の
１
機
が
大
阪
の
八
尾

駐
屯
地
に
一
時
配
置
さ
れ
、
10
月
か

ら
は
美
保
基
地
や
米
子
駐
屯
地
な
ど

関
連
施
設
に
飛
来
し
て
訓
練
が
行
わ

れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

学

校

教

育

の

充

実

　

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
と
し
て
、

小
学
５
・
６
年
生
の
全
学
級
に
、
大

型
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
配
備
し
、

外
国
語
活
動
を
は
じ
め
、
各
授
業
に

お
い
て
積
極
的
に
活
用
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
将
来
の
境
港
市
を
担
う
人

材
の
育
成
を
め
ざ
し
た
取
り
組
み
と

し
て
、
昨
年
度
か
ら
始
め
た
小
学
生

の
土
曜
英
語
学
習
の
拡
充
や
、
外
国

語
指
導
助
手
の
増
員
な
ど
、
英
語
教

育
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

中
学
生
の
国
際
理
解
推
進
事
業
と

し
て
、
８
月
に
市
内
の
中
学
生
９
人

が
根
室
市
を
訪
問
し
、
我
が
国
と
ロ

シ
ア
と
の
歴
史
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

根
室
市
や
他
県
の
中
学
生
と
の
交
流

を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
交
流

に
つ
い
て
の
見
識
を
深
め
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

学
校
と
地
域
が
連
携
し
、
社
会
総

掛
か
り
で
子
ど
も
た
ち
を
育
む
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
31
年
度
か
ら
順
次
導

入
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。
５

月
に
は
準
備
委
員
会
を
設
置
し
、
本

年
度
、
教
育
委
員
会
事
務
局
に
配
置

し
た
推
進
員
を
中
心
に
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
協
議
・
研
修
を
行
い

な
が
ら
、
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
に
つ
い
て
の
理
解
を
広
め
る
た
め
、

８
月
17
日
に
は
学
校
地
域
協
働
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
境
港
を
開
催
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

港

湾

整

備

夕
日
ヶ
丘
団
地
の
市
街
化
促
進

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
閉
鎖

防

災

対

策

学

校

教

育

の

充

実

浄化センター（平成３年撮影）
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社

会

教

育

　

日
中
国
交
正
常
化
45
周
年
を
記
念

し
、
青
少
年
の
友
好
の
輪
を
広
げ
る

こ
と
を
目
的
に
、
８
月
４
日
か
ら
６

日
ま
で
の
日
程
で
北
京
市
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
日
中
友
好
交
流
都
市
中

学
生
卓
球
交
歓
大
会
に
、
境
港
市
と

中
国
・
琿
フ
ン
チ
ュ
ン春

市
各
２
人
で
合
同
チ
ー

ム
を
編
成
し
、
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
に
と
っ
て
は
、
同

じ
競
技
に
打
ち
込
む
同
世
代
の
仲
間

た
ち
か
ら
大
き
な
刺
激
を
受
け
る
と

と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

重
要
さ
な
ど
を
肌
で
感
じ
る
貴
重
な

体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
に
美
保
湾
で
行
わ
れ

る
セ
ー
リ
ン
グ
の
レ
ー
ザ
ー
級
世
界

選
手
権
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月
に

鳥
取
県
や
鳥
取
県
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟

な
ど
と
と
も
に
、
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、

大
会
の
成
功
に
向
け
て
、
鋭
意
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

仮
称
・
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、

10
月
の
実
施
設
計
の
契
約
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
に
予
定
し
て

お
り
ま
す
市
民
会
館
な
ど
の
解
体
に

つ
き
ま
し
て
は
、
６
月
に
設
計
の
契

約
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

子

育

て

支

援

　

開
設
２
年
目
と
な
る
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
職

員
が
個
別
面
談
、
訪
問
、
電
子
メ
ー

ル
な
ど
に
よ
る
き
め
細
か
な
相
談
対

応
と
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
８

月
に
は
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に

関
す
る
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と

め
た
カ
ラ
ー
版
境
港
市
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
が
完
成
し
、
母
子
手
帳

の
交
付
時
等
に
配
付
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
助

成
や
保
険
適
用
の
一
般
不
妊
治
療
費

助
成
等
の
新
規
事
業
も
、
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

３
歳
未
満
児
の
受
け
入
れ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
年
度
か
ら
公
立
保
育

園
の
受
け
入
れ
枠
を
24
人
増
や
し
た

こ
と
で
、
４
月
の
保
育
所
在
籍
人
数

は
、
公
立
私
立
全
体
で
４
５
０
人
と

な
り
、
昨
年
よ
り
30
人
増
加
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
の
待
機
児
童
数
は
７

人
で
、
前
年
同
期
の
41
人
か
ら
改
善

し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
現
在
、
０
歳
か
ら
２
歳
ま

で
を
対
象
と
す
る
小
規
模
保
育
事
業

所
の
開
設
準
備
が
、
市
内
２
カ
所
で

進
め
ら
れ
て
お
り
、
夕
日
ヶ
丘
で
は

12
月
、
中
野
町
で
は
来
年
４
月
に
開

設
予
定
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
年
度
途

中
の
待
機
児
童
の
解
消
が
図
ら
れ
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

地

域

福

祉

の

充

実

　

今
後
、
本
市
に
お
け
る
福
祉
の
あ

り
方
や
総
合
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
定
め
る
、
第
３
期
境
港
市
地
域
福

祉
計
画
、
ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
人

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
の

実
現
を
め
ざ
す
第
５
期
境
港
市
障
害

福
祉
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
第
１
回
策
定
委
員
会
を
８
月
30

日
、
９
月
６
日
に
開
催
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
い
ず
れ
も
来
年
３
月
を
目

途
に
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

昨
年
10
月
か
ら
、
市
直
営
で
一
本

化
し
ま
し
た
境
港
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
場
所
の
わ
か
り
や

す
さ
に
加
え
、
庁
内
で
の
迅
速
か
つ

横
断
的
な
対
応
や
手
続
き
が
可
能
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
と
比
べ
相
談
・
支

援
件
数
が
大
幅
に
伸
び
て
お
り
ま
す
。

　

４
月
に
発
足
し
た
専
門
医
を
交
え

た
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
で

は
、
早
期
診
断
・
早
期
対
応
に
向
け

た
支
援
・
相
談
体
制
を
整
え
、
介
護

負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
は
、
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
社
会
福
祉
協

議
会
に
配
置
し
、
地
域
ご
と
の
ニ
ー

ズ
と
サ
ー
ビ
ス
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
た
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
３
カ
年
を
計
画
期

間
と
す
る
第
７
期
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
第
１
回

策
定
委
員
会
を
８
月
２
日
に
開
催
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
来
年
２
月
を
目

途
に
計
画
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

社

会

教

育

子

育

て

支

援

地

域

福

祉

の

充

実
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可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

《
歳
出
の
主
な
内
容
》

【
総
務
費
】

　

庁
舎
受
水
槽
お
よ
び
冷
却
塔
移
設

事
業
に
つ
い
て
、
補
助
事
業
と
し
て

新
た
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

財
源
振
替
を
行
う
ほ
か
、
夕
日
ヶ
丘

地
区
の
定
期
借
地
契
約
の
締
結
に
伴

う
、
境
港
市
土
地
開
発
公
社
等
か
ら

の
土
地
購
入
費
６
７
３
７
万
円
余
、

庁
舎
の
照
明
器
具
や
空
調
設
備
の
省

エ
ネ
改
修
工
事
費
２
２
５
４
万
円
余

な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
民
生
費
】

　

介
護
保
険
費
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
１
５
９
万
円
余
、
保
育
園
お
よ
び

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
遊
具

を
更
新
す
る
経
費
２
３
３
万
円
余
な

ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　

誠
道
地
区
の
飛
砂
対
策
と
し
て
設

置
す
る
、
防
砂
ネ
ッ
ト
の
工
事
費
等

５
１
９
０
万
円
余
、
水
産
物
の
付
加

価
値
向
上
を
図
る
た
め
の
施
設
整

備
を
行
う
仲
買
業
者
へ
の
補
助
金

１
０
０
０
万
円
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増

額
。

【
商
工
費
】

　

ア
ー
ケ
ー
ド
を
撤
去
す
る
本
町

ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街
へ
の
補
助
金

３
１
３
万
円
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
土
木
費
】

　

申
請
件
数
の
増
加
に
伴
う
木
造
住

宅
の
耐
震
診
断
委
託
料
等
５
５
３
万

円
余
、
狭
あ
い
道
路
の
拡
幅
整
備

を
行
う
た
め
の
実
施
設
計
費
等

１
０
０
０
万
円
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増

額
。

【
教
育
費
】

　

小
学
校
施
設
の
修
繕
箇
所
増
加

に
伴
う
修
繕
費
４
０
０
万
円
、
市

民
体
育
館
の
給
水
管
改
修
工
事
費

３
０
６
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増

額
。

《
歳
入
の
主
な
内
容
》

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
な
ど

を
計
上
す
る
ほ
か
、
普
通
交
付
税

等
の
確
定
に
伴
い
、
普
通
交
付
税

５
４
４
１
万
円
余
、
臨
時
財
政
対
策

債
４
６
６
０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
減
額

す
る
一
方
、
主
な
財
源
と
し
て
繰
越

金
お
よ
び
基
金
繰
入
金
、
市
債
を
増

額
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
９
８
７

２
万
３
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額

を
１
６
４
億
１
０
２
２
万
５
千
円
と

し
ま
し
た
。

【
債
務
負
担
行
為
】

　

仮
称
・
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

の
実
施
設
計
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、

計
画
面
積
の
増
加
等
に
伴
い
、
限
度

額
を
増
額
す
る
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

衆
議
院
の
解
散
に
伴
い
、
衆
議
院

議
員
総
選
挙
費
１
６
８
１
万
７
千
円

を
新
た
に
計
上
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
財
源
と
し
て
、
県
支
出
金
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
１
６
４
億
２
７
０

４
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　

平
成
28
年
度
に
概
算
払
い
を
受
け

て
お
り
ま
し
た
、
社
会
保
険
診
療
報

酬
支
払
基
金
か
ら
の
交
付
金
の
精
算

に
伴
う
返
還
金
１
３
１
万
２
千
円
を

増
額
し
、
予
算
総
額
を
47
億
２
１
９

０
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
費
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

平
成
28
年
度
に
概
算
払
い
を
受
け

て
お
り
ま
し
た
、
社
会
保
険
診
療
報

酬
支
払
基
金
か
ら
の
交
付
金
の
精
算

に
伴
う
返
還
金
５
４
４
万
５
千
円
を

増
額
し
、
予
算
総
額
を
37
億
５
９
４

８
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
費
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

制
度
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修

費
３
１
８
万
６
千
円
を
増
額
し
、
予

算
総
額
を
37
億
６
２
６
７
万
４
千
円

と
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
法
律
等
の
改
正
に
伴
い
、
非
常

勤
職
員
の
育
児
休
業
に
つ
い
て
、
対

象
と
な
る
子
が
２
歳
に
達
す
る
日
ま

で
取
得
で
き
る
場
合
を
新
た
に
規
定

す
る
等
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
上

場
株
式
等
の
配
当
所
得
等
に
対
す
る

個
人
市
民
税
の
課
税
方
式
の
選
択
に

つ
い
て
規
定
を
整
理
す
る
ほ
か
、
配

偶
者
控
除
お
よ
び
配
偶
者
特
別
控
除

の
見
直
し
に
伴
い
、
控
除
対
象
配
偶

者
の
定
義
を
変
更
す
る
な
ど
、
所
要

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
民
会
館
条
例
の
廃
止

　

平
成
30
年
度
に
境
港
市
民
会
館
の

解
体
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

条
例
を
廃
止
し
、
あ
わ
せ
て
関
係
条

例
の
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正

　

平
成
30
年
度
に
境
港
市
中
央
公
民

館
の
解
体
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
当
該
条
例
中
の
中
央
公
民
館
部

分
を
削
除
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
日
曜
休
日
応
急
診
療
所
条

例
の
一
部
改
正

　

日
曜
休
日
応
急
診
療
所
に
お
け
る

指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
２
年
を
、

来
年
度
か
ら
３
年
に
延
長
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
条
例
の
廃

止
　

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
閉
鎖
に
伴
い
、

条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
委
員
に
十そ
ご
う河

淳
じ
ゅ
ん

さ
ん

を
任
命

■
職
員
懲
戒
審
査
委
員
会
委
員
に
門

哲
也
さ
ん
、
赤
石
有ゆ

う
へ
い平

さ
ん
、
門

脇
健
一
さ
ん
を
再
任

■
人
権
擁
護
委
員
に
神か

ん

﨑ざ
き

和か
ず
え重

さ
ん

を
推
薦
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委
員
会
提
出
議
案

■
境
港
市
飲
酒
運
転
根
絶
宣
言
に
関

す
る
決
議

■
「
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財

政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」

の
継
続
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

議

員

提

出

議

案

■
国
民
健
康
保
険
都
道
府
県
単
位
化

に
係
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

■
「
核
兵
器
の
開
発
、
実
験
、
製
造
、

備
蓄
、
移
譲
、
使
用
及
び
威
嚇
と
し

て
の
使
用
の
禁
止
な
ら
び
に
そ
の
廃

絶
に
関
す
る
条
約
」
の
早
期
批
准
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

陳
情
の
審
議
結
果

■
採　

択

◇
国
民
健
康
保
険
都
道
府
県
単
位
化

　

に
係
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の

　

陳
情

■
閉
会
中
の
継
続
審
査

◇
一
日
も
早
い
中
海
の
再
生
を
求
め

　

る
陳
情

軽度生活援助費

　一人暮らし高齢者等の在宅生活を支援するため、シル

バー人材センターを通してサービスを利用した場合、年間

１６時間を限度に、利用料の５割を援助します。

▼対象者　　次のいずれかに該当する人

◇６５歳以上の一人暮らし

◇７０歳以上のみの世帯の人

※ただし施設入所中や入院中の人は対象外です。

▼対象となるサービス　　※原材料費等の実費は利用者の負担

サービス内容
援助後の利用者

負担金

・外出時の援助（外出・散歩の付き添い）
・家周りや墓地の手入れ（除草等）
・家屋内の整理（掃除等）
・季節ものの入れ替え
　　（ストーブ、衣類等）
・台風等の自然災害への防備等
　　（植木鉢の移動等）

 1 時間あたり
405 円

・除雪（玄関廻り）
１時間あたり
440 円

・庭木のせん定（生垣、植木等）
・軽微な修繕（家屋の軽微な修繕等）

 1 時間あたり
578 円

▼持参するもの　　印章

※申請書は、長寿社会課窓口にあります。また、郵送によ

　る申請もできます。なお、今年度すでに登録されている

　人は申し込みできません。

在宅老人介護のための紙おむつ代

　おむつ利用券を交付しますので、市内の取扱店、薬店な

どでご利用ください。

▼対象者

　在宅で６５歳以上の常時おむつが必要な人を介護し、お

むつが必要な人と介護者が共に市民税非課税世帯である人

▼助成額　　月額１，２００円

※介護保険の要介護４または５の認定を受けている人を介

　護している人は、月額６，２５０円分を交付します。

▼持参するもの　　介護保険証、介護者の印章

高齢者への助成制度

▼申し込み・問い合わせ先

　長寿社会課高齢者福祉係

　　　　　（☎４７－１０３９）

　市議会最終日の１０月２日に

副市長を選任する議案が提出さ

れ、前総務部長の清水寿夫さん

が、副市長に選ばれました。

副 市 長 に
清 水 寿 夫 さ ん
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～さかいみなと　まちの話題　～まちの話題　～

市
民
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介

 お芋がたくさんとれたよ！
　親子ふれあい農園収穫祭

　今年の春に開園した親子ふれあい農園では、さかいみな

と女性農業者人財バンクの皆さんの指導を受け、親子で野

菜作りに親しんできました。その締めくくりとして、秋の

収穫祭を１０月１日（日）に行いました。親子でサツマイ

モの収穫を行い、いもご飯やスイートポテトなどのサツマ

イモ料理で昼食会を行いました。

　親子で野菜を作る体験を通して、農業や食の大切さを学

び、一緒に作業をすることで、親子の絆も深めることがで

きました。

 新鮮な海の幸を求めて
　第３４回境港水産まつり

　境港市を代表する祭のひとつでもある、境港水産まつり

が１０月８日（日）に昭和町の魚市場周辺で開催され、格

安で販売される鮮魚や水産加工品を求める多くの来場者な

どでにぎわいました。

　毎年大盛況のカニの無料配布やカニ汁の振る舞いには、

今年も長蛇の列ができていました。そのほかにも、マグロ

解体ショーやセリ即売体験などのステージイベントや、カ

ニの甲羅積みなど、水産まつりならではのイベントで来場

者は楽しいひとときを過ごしていました。

《
手
織
工
房 

藍あ

慈じ

彩さ
い

》

【
団
体
紹
介
】

　
「
藍
慈
彩
」
の
メ
ン
バ
ー
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
仕
事
が
好
き
な
人
が
集
ま
り
、
こ
の
地

方
で
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
高た

か

機ば
た

や
卓た

く

上
じ
ょ
う

機ば
た

を
利
用
し
て
、
日
常
生
活
に
使
っ
て
も
ら

え
る
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

素
材
は
、
木
綿
の
糸
、
毛
糸
、
古
い
着
物

を
裂さ

い
た
布
（
裂
き
布
）
な
ど
で
、
自
由
に

織
っ
て
い
ま
す
。
織
り
あ
が
っ
た
布
は
、
マ

フ
ラ
ー
や
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
、
バ
ッ
グ
、

小
物
等
に
仕
上
げ
ま
す
。

【
主
な
活
動
内
容
】

◇
毎
週
火
・
水
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
午
後

　

４
時
ま
で
、
竹
内
町
の
工
房
で
製
作
し
て

　

い
ま
す
。

◇
市
や
女
性
団
体
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

　

な
ど
で
作
品
を
展
示
即
売
し
て
い
ま
す
。

◇
毎
年
秋
頃
に
は
、
工
房
の
作
品
展
を
開
催

　

し
て
い
ま
す
。

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

織
物
や
機
械
（
機
織
り
機
）
に
興
味
の
あ

る
人
は
、一
度
工
房
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

お
手
持
ち
の
糸
、
毛
糸
、
古
い
着
物
を
、

新
し
く
生
活
の
中
で
利
用
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

今
年
も
作
品
展
を
11
月
25
日
（
土
）、
26

日
（
日
）
に
市
民
会
館
展
示
室
で
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

手
織
工
房 

藍
慈
彩　

代
表
・
大
西
さ
ん

　
　
（
☎
０
９
０
‐
７
８
９
５
‐
６
１
１
７
）
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【
市
報
で
み
な
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
】

　

掲
載
を
ご
希
望
の
市
民
グ
ル
ー
プ
は
、
地
域
振
興
課
広
報
情
報
係
（
☎
47
‐
１
０
１
０
）
ま
で

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～さかいみなと　まちの話題　～～さかいみなと　

 初秋の境港を駆け抜ける
　日韓ロ国際交流 鬼太郎カップ駅伝

　今年も秋の境港を駆け抜ける「日韓ロ国際交流 第１７

回鬼太郎カップ駅伝競走大会」が１０月１５日（日）に、

開催されました。

　あいにくの天気でしたが、サカイマリンマラソンコース

を舞台に、参加７１チームによる熱戦が繰り広げられ、一

般の部・トヨタ自動車九州が初の総合優勝を果たしました。

　今年は韓国・東
トンヘ

海市からのチームが参加できませんでし

たが、ロシア・ウラジオストク市チームが参加し、他チー

ムと競い合いました。

豊かに実った稲穂を収穫
　学校給食米「境港海藻米」稲刈り体験

　今年５月の田植え体験で植えられた学校給食米「境港海

藻米」が成長し収穫の時期を迎え、９月２４日（日）に稲

刈り体験が行われました。

　参加した市内の小・中学生と保護者は、農業公社の職員

から刈り方の指導を受け、稲刈りを楽しみながら、１株ず

つ丁寧に刈り取っていました。

　みんなで収穫したこのお米は、市内の小・中学校で給食

米として提供されます。

《
気
功
太
極
拳
教
室

ピ
チ
ピ
チ
あ
が
り
み
ち
》

【
団
体
紹
介
】

　

私
た
ち
の
教
室
の
始
ま
り
は
、
上
道
公
民

館
の
講
座
で
、
終
了
し
て
か
ら
も
ま
だ
続
け

た
い
と
の
声
が
あ
り
、
心
も
身
体
も
元
気
に

な
り
た
い
と
仲
間
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
会
員
は
50
代
か
ら
80
代
ま
で
の
15

人
で
、
毎
週
木
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
か
ら

３
時
ご
ろ
に
、
上
道
公
民
館
集
会
室
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
途
中
、お
茶
タ
イ
ム
も
あ
り
、

楽
し
い
グ
ル
ー
プ
で
す
。
ま
た
、
山
陰
太
極

拳
連
盟
の
会
員
で
も
あ
り
ま
す
。

　

練
習
は
、
講
師
の
西
村
典の

り

子こ

先
生
に
松
江

市
か
ら
来
て
い
た
だ
き
、
指
導
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

【
主
な
活
動
内
容
】

◇
年
１
回
、
山
陰
太
極
拳
連
盟
主
催
の
大
会

◇
上
道
公
民
館
ま
つ
り
で
の
演
芸
発
表
会

◇
上
道
公
民
館
横
の
塚
の
山
桜
ま
つ
り

◇
初
心
者
特
別
講
習
会
（
連
盟
主
催
）

◇
カ
ラ
コ
ロ
太
極
拳
体
操
の
普
及
活
動

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

太
極
拳
は
「
気
」
の
め
ぐ
り
や
血
流
・
呼

吸
を
意
識
し
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
作
を
す

る
こ
と
で
体
の
柔
軟
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

足
腰
を
鍛
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
に
く
い
体
作
り
に
も
大
い
に
役

立
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
一
度
だ
け
で
も
体
験
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

動
き
や
す
い
服
装
と
運
動
で
き
る
靴
を
用
意

し
て
く
だ
さ
い
ね
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◇
ピ
チ
ピ
チ
あ
が
り
み
ち　

代
表
・
加
納
健　

　

太
郎
さ
ん　
　
　
　
（
☎
42
‐
５
９
７
５
）

◇
上
道
公
民
館　
　
　
（
☎
44
‐
２
１
８
３
）
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境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ

　毎年１１月は、全国警察の総力を挙げて指名手配被疑

者の追跡捜査を行うこととしています。手配の顔に「よ

く似ている」など、わずかな情報でも結構ですので、警

察に通報していただくようお願いします。

※公開手配は、警察庁ホームページ

（https://www.npa.go.jp/wanted/2/

jyuyo1.html）でご確認ください。

　

【犯罪被害者支援チャリティーバザーのご案内】

　　境港警察署では、犯罪被害者週間（１１月２５日～

１２月１日）にちなみ、チャリティーバザーを開催し、

収益金を、公益社団法人とっとり被害者支援センターな

どへ寄付します。

▼と　き・ところ　　

　◇１２月１日（金）、２日（土）

　　午後１時～５時

　　しおさい会館   

　◇１２月４日（月）、５日（火）

　　午前９時～午後５時

　　境港警察署３階大会議室

境港警察署（☎ 44 － 0110）

指名手配被疑者の検挙に御協力を！

自治防災課危機管理室（☎ 47 － 1071）

　市内では、多くの自治会や自主防災組織が防災訓練等

を行っています。訓練等に参加して、防災意識を高める

とともに、日ごろから災害に対する正しい知識を身に着

け、いざという時に落ち着いて行動できるようにしま

しょう。

【防災訓練等参加のメリット】

◇避難場所、避難経路、避難所要時間が確認できる

◇災害対策の正しい知識を得ることができる

◇正しい情報の入手方法が確認できる

◇地域や住んでいる人のことがわかる

【地域での防災訓練等】

　市では、防災に関する出前講座を行っています。自治

会、自主防災組織、職場等の団体でご要望ください。

＜市が行う防災講座等メニュー＞

◇地震対策　◇津波対策　◇原子力防災

◇避難所運営訓練　◇防災マップの作成　

◇防災全般　◇弾道ミサイル発射時の行動　ほか

＜その他、防災講座等が依頼できる機関＞

◇鳥取県自主防災活動アドバイザー　◇境港消防署

◇日本赤十字社鳥取県支部　◇鳥取地方気象台　ほか

　上記機関へは、直接お申し込みください。また、ご相

談いただければ仲介します。

20日頃からの災害への備え日頃からの災害への備え

防災訓練等に参加しましょう

【
美
保
関
と
境
の
湊 

そ
の
特
性
と
連
携
】

　

美
保
関
と
境
は
、
標
高
５
０
０
ｍ
を
超

え
る
山
も
あ
る
、
東
西
約
65
㎞
の
島
根
半

島
に
よ
り
日
本
海
の
強
風
荒
波
か
ら
守
ら

れ
、
国
引
き
神
話
で
東
の
杭
と
さ
れ
る
大

山
、
綱
と
さ
れ
る
弓
ヶ
浜
と
と
も
に
美
し

い
美
保
湾
を
望
む
港
と
し
て
共
に
発
展
し

て
き
ま
し
た
。

　

青あ
お

柴ふ
し

垣が
き

神
事
や
諸も

ろ

手た

船ぶ
ね

神
事
を
は
じ
め
、

美
保
神
社
を
中
心
に
神
話
の
舞
台
で
あ
っ

た
美
保
関
は
、
１
５
０
０
年
の
昔
か
ら
山

陰
随
一
の
港
と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
後
期
に
な
る
と
、
鳥
取
藩
は
水

路
の
要
衝
で
あ
っ
た
境

さ
か
い

湊
み
な
と

に
役
所
を
次
々

と
整
備
し
、
北
前
船
を
は
じ
め
と
し
て
多

く
の
廻
船
の
利
用
で
活
況
を
呈
し
ま
す
。

　

境
湊
は
、
広
大
な
斐
伊
川
水
系
の
末
流

で
あ
る
中な

か

え

の

せ

と

江
瀬
戸
と
呼
ば
れ
て
い
た
境

水
道
に
面
し
、
伝て

ん

馬ま

い
ら
ず
の
良
港
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
弘
化
３
年

（
１
８
４
６
年
）の「
境さ

か
え
う
ら
の
ず

浦
之
図
」に
は
、「
東

西
は
７
５
０
間
（
約
１
３
６
４
ｍ
）、
千

石
以
上
の
船
が
横
付
３
艘そ

う

並
び
で
１
４
０

艘
が
着
岸
で
き
る
」
と
あ
り
ま
す
。

　

明
治
時
代
に
な
る
と
、
船
の
大
型
化
に

よ
り
入
港
で
き
な
い
船
が
で
て
き
た
た
め
、

明
治
29
年
５
月
に
初
め
て
の
港
口
し
ゅ
ん

せ
つ
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
正
７
年

（
１
９
１
８
年
）
の
日
野
川
大
氾
濫
で
美

保
湾
に
流
出
し
た
大
量
の
土
砂
が
境
港
に

押
し
寄
せ
、
こ
の
ま
ま
で
は
港
湾
機
能
が

奪
わ
れ
る
と
の
危
機
感
を
煽
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
翌
年
、
内
務
省
・
堀ほ
っ

田た

貢
み
つ
ぐ

土
木

局
長
の
視
察
を
契
機
に
、
１
３
０
０
人
を

超
え
る
町
民
大
会
が
開
催
さ
れ
、
境
港
湾

修
築
期
成
同
盟
会
が
結
成
さ
れ
ま
す
。

　

境
港
の
将
来
を
見
据
え
た
修
築
事
業
で

は
、
現
在
の
昭
和
町
の
西
端
か
ら
先
端
の

白
灯
台
ま
で
、
２
９
１
８
ｍ
に
及
ぶ
大
防

波
堤
を
は
じ
め
、大
型
船
埠
頭
・
航
路
し
ゅ

ん
せ
つ
な
ど
が
施
工
さ
れ
、
昭
和
５
年
11

月
に
８
年
の
歳
月
と
１
９
７
万
円
余
の
巨

費
を
投
じ
て
完
成
し
ま
す
。
竣
工
式
は
国

か
ら
も
多
数
の
来
賓
を
招
き
、
台
場
公
園

で
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
計
画
か

ら
難
事
業
実
現
ま
で
、
隣
県
の
島
根
県
会

と
松
江
経
済
界
の
地
方
的
利
害
感
情
を
越

え
た
惜
し
み
な
い
支
援
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
も
境
港
は

鳥
取
・
島
根
両
県

の
協
力
の
も
と
圏

域
の
発
展
の
た
め
、

江
島
架
橋
や
物
流

・
貨
客
船
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
整
備
な
ど
、

国
の
大
き
な
支
援

を
受
け
整
備
拡
充

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
参
考
）「
境
港
市
史
」「
境
港
沿
革
史
」「
境

港
湾
略
史
」
な
ど

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（
４４
））　　

　
　
　

　
　
　

  

〜〜
北
前
船
④

北
前
船
④
〜〜

ＱＲコード

防波堤
（国土地理院撮影の空中写真（S37撮影）
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【事例】

　「不用品を買い取る」と業者から電話がかかり、ちょ

うど処分しようと思っていた古着があったので自宅に来

てもらった。ところが業者は古着には目もくれず、「貴

金属はないか」と聞いてきた。あまりにもしつこいので

仕方なくネックレス等を見せたところ「千円で全部買い

取る」と言われ渡してしまった。後悔しているので返し

てほしい。

【アドバイス】

○不用品を買い取ると言って訪問してきた業者に、貴金

　属等を買い取られる「訪問購入」によるトラブルが発

　生しています。

○訪問購入を行う業者は、突然消費者宅を訪問して勧誘

　することは禁止されています。このような禁止行為を

　する業者は家に入れないようにしましょう。

○消費者が事前に買い取りを承諾した物品以外の物につ

　いての勧誘は禁止されています。承諾していない貴金

　属の売却を求められたら、きっぱり断りましょう。

○業者に物品を売却した際は、取引内容やクーリング・

　オフについて記載された書面の交付を求めましょう。

○訪問購入ではクーリング・オフが適用されますし、そ

　の期間中は物品の引き渡しを拒むこともできます。

○強引な勧誘を受けたなど、困った時はすぐにご相談く

　ださい。

■相談受付時間　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

貴金属の買い取り
　　訪問購入のトラブルに注意！！

消費生活相談室（☎ 47 － 1106  FAX 44 － 7957）

186消費生活相談室です消費生活相談室です

　糖尿病は、血液中のブドウ糖が多くなる病気ですが、

痛みなどの症状が現れにくく、病気がかなり進行する

まで自覚症状がほとんどありません。気づいた時には、

体のすみずみの血管や神経を痛めつけられているため、

脳梗塞や心筋梗塞、失明や腎症など重大な合併症につ

ながることも珍しくありません。

　まずは、自分の血糖値を知ることで、自覚症状がな

いうちに、糖尿病の早期発見、早期対応を心がけるこ

とが重要です。そのためにも、毎年健診を受け、自分

の血糖値を確認しましょう。

　健診の結果で「要指導・

要再検」または「要医療」

と言われたら、「今は元気

だし、体も何ともないから

大丈夫」と安易に考えず、

必ず医療機関で再検査、精

密検査を受けましょう。

　なお、糖尿病や健康づくりに関するご相談を随時受

け付けていますので、お問い合わせください。

▼問い合わせ先　健康推進課（☎４７－１０４１）

保健師の
　ちょっと一言

糖尿病を見逃さないために、

健診で血糖値を確認しよう

地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化 171

性的マイノリティ　“ＬＧＢＴ”　　　　　

　「性的マイノリティ」とは、レズビアンやゲイといっ

た性的少数者を表す言葉です。代表的な性的マイノリ

ティの頭文字をとって、「ＬＧＢＴ」と表現すること

もあります。

　Ｌ（レズビアン…女性同性愛者）

　Ｇ（ゲイ…男性同性愛者）

　Ｂ（バイセクシュアル…両性愛者）

　Ｔ（トランスジェンダー…「心と体の性」が一致し

　　　ない人）

　Ｌ、Ｇ、Ｂの人たちは、基本的に自分の性に違和感

を持っているわけではありません。どの性別を好きに

なるかという恋愛対象が、同性であれ、異性であれ、

個々の恋愛のあり方なのです。とはいえ、同性愛者に

は、根強い偏見や差別があり、周囲の無理解から苦し

んでいる人も少なくありません。

　また、Ｔは、「心」と「体」の性に違和感がある人、

体の性別と異なる性別で生きる（生きたい）人です。

心の性と体の性との食い違いに悩みながら、周囲の心

ない好奇の目にさらされ、苦しんでいる人もいます。

　ＬＧＢＴの人たちは、社会的に少数派であることか

ら、偏見や差別を受けている現実があります。私たち

は、ＬＧＢＴについて関心を持ち、正しい理解を深め、

偏見や差別をなくしていかなければなりません。

17　平成２９年１１月
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有　

料　

広　

告

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

　

内
閣
府
で
は
11
月
を
「
子
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」
と
定
め
、

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
に
対
す

る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

各
種
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
・
若
者
を
取
り
巻
く
環
境

を
大
人
自
身
も
振
り
返
り
、
地
域
全

体
で
育
み
、
社
会
の
一
員
と
し
て
自

立
し
、
活
躍
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強

化

週

間

　

女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
全
国
一

斉
に
電
話
相
談
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
実
施
期
間
・
受
付
時
間

　

11
月
13
日
（
月
）
〜
19
日
（
日
）

◇
平
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

◇
土
・
日
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
専
用
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

▼
相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
（
☎
０
８
５
７
‐
22
‐
２
２
８
９
）

犯
罪
被
害
者
週
間

　

こ
の
週
間
は
、
犯
罪
被
害
者
が
置

か
れ
て
い
る
状
況
や
犯
罪
被
害
者
等

の
名
誉
、
ま
た
は
生
活
の
平
穏
へ
の

配
慮
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
、
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
犯
罪
等
に
よ
る
被
害

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
境
港
警
察
署
主
催
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
16
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

カ
ー
ド
交
付
申
請
書
の

送

付

用

封

筒

【
送
付
用
封
筒
を
追
加
で
欲
し
い
場

合
】

　

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機

構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト
）
上
に
、
申
請

者
自
身
で
印
刷
し
て
利
用
可
能
な
封

筒
様
式
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
民
課
窓
口
に
も
封
筒
に

貼
る
宛
名
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
お
手
元
の
送
付
用
封
筒
の
差
出
有

効
期
間
が
切
れ
て
い
る
場
合
】

　

通
知
カ
ー
ド
と
一
緒
に
お
届
け
し

て
い
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請

書
の
送
付
用
封
筒
（
返
信
用
封
筒
）

の
差
出
有
効
期
間
が
平
成
29
年
10
月

４
日
ま
で
に
な
っ
て
い
る
場
合
で
も
、

平
成
31
年
５
月
31
日
ま
で
は
、
切
手

を
貼
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
３
）

墓
地
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

【
個
人
等
の
墓
地
に
つ
い
て
】

　

墓
地
等
の
新
設
や
廃
止
、
既
設
墓

地
の
区
画
等
を
変
更
す
る
と
き
は
、

法
律
に
よ
り
許
可
が
必
要
で
す
。

　

許
可
な
く
こ
れ
ら
の
行
為
を
行
っ

た
場
合
、
墓
地
等
の
使
用
の
制
限
や

禁
止
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
市
営
墓
地
に
つ
い
て
】

▼
墓
地
の
適
正
な
管
理
の
お
願
い

　

墓
地
を
使
用
し
て
い
る
人
は
、
使

用
区
画
を
除
草
す
る
な
ど
適
正
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。
ご
み
捨
て
場

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
み
は
各
自

で
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん

が
気
持
ち
よ
く
墓
地
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
墓
地
使
用
者
の
変
更
等

　

墓
地
の
使
用
者
が
死
亡
し
た
場
合

な
ど
に
は
、
名
義
変
更
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
使
用
者
の
住
所
な
ど
、
使

用
許
可
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項

に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
に
も
手
続
き

が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
都
市
政
策
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
５
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

11
月
25
日（
土
）〜
12
月
1
日（
金
）

市報さかいみなと　18
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費

用

助

成

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
市
か
ら
接
種
券
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
注
意
事
項
を

よ
く
読
み
、
希
望
す
る
人
は
医
療
機

関
に
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
乳
幼
児
】

▼
対　

象

　

平
成
23
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
29

年
６
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
満
６

カ
月
以
上
で
就
学
前
の
人

▼
接
種
回
数

　

２
回
（
助
成
は
１
回
分
の
み
）

▼
助
成
限
度
額　

１
人
２
千
円

【
高
齢
者
】

▼
対　

象

　

昭
和
27
年
12
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
満
65
歳
以
上
の
人

▼
接
種
回
数　

１
回

▼
自
己
負
担
額　

１
２
０
０
円

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
は
無
料

【
共
通
事
項
】

▼
接
種
期
間

　

11
月
１
日
（
水
）
〜
来
年
１
月
31

日
（
水
）

▼
そ
の
他

　

対
象
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
接
種
券

が
届
い
て
い
な
い
人
、
最
近
転
入
し

た
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
０
）

鳥
取
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
６
日
か
ら
、
鳥
取
県
最
低
賃

金
が
時
間
額
７
３
８
円
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

　

鳥
取
県
最
低
賃
金
は
、
業
種
や
規

模
お
よ
び
雇
用
形
態
な
ど
に
か
か
わ

ら
ず
、
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
額
に
は
、
次
の
賃
金
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

◇
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族

　

手
当

◇
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

◇
１
カ
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支

　

払
わ
れ
る
賃
金

◇
時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
お
よ
び

　

深
夜
労
働
の
割
増
賃
金

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
鳥
取
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
（
☎
０
８
５
７
‐
29
‐
１
７
０
５
）

◇
各
労
働
基
準
監
督
署

県
民
手
帳
を
販
売
し
て
い
ま
す

　

２
０
１
８
年
版
鳥
取
県
民
手
帳
を

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

日
記
式
手
帳
で
、
境
港
市
や
鳥
取

県
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
購
入

の
う
え
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
取
り
扱
い
色

　

７
色
（
黒
、赤
、と
っ
と
り
ブ
ル
ー
、

梨
グ
リ
ー
ン
、砂
丘
ブ
ラ
ウ
ン
、と
っ

と
り
ピ
ン
ク
、
富
益
イ
エ
ロ
ー
）

▼
価
格
（
税
込
）　

７
０
０
円

▼
サ
イ
ズ　

縦
14
㎝
×
横
８
㎝

▼
販
売
場
所

　

総
務
課
行
政
係
（
本
館
２
階
）

※
市
役
所
で
の
販
売
は
、
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
７
）

農
業
委
員
会
情
報

【
畑
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て
】

　

遊
休
農
地
の
解
消
と
担
い
手
農
家

等
へ
営
農
に
必
要
な
農
地
を
集
め
る

こ
と
が
課
題
で
す
。

　

市
で
は
、
農
業
振
興
地
域
内
の
畑

を
「（
公
財
）
鳥
取
県
農
業
農
村
担

い
手
育
成
機
構
」
お
よ
び
「（
一
財
）

境
港
市
農
業
公
社
」
が
仲
介
し
て
、

特
産
白
ね
ぎ
な
ど
の
野
菜
栽
培
を
す

る
担
い
手
農
家
等
へ
お
貸
し
し
て
い

ま
す
。

　

耕
作
さ
れ
て
い
な
い
畑
を
お
持
ち

の
人
や
畑
の
借
り
入
れ
を
希
望
す
る

人
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
工

事
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
６
）

種 別 土　木 土　木 土　木 土　木 土　木

工 事 名
境昭 5号線
改良工事

余子 145 号線
改良工事

渡町汚水枝線
（その 3）工事

水木しげるロードリニューアル事業
道路改良工事C2工区

渡町汚水枝線
（その 4）工事

入 札 日 9 月 29 日 9 月 29 日 10 月 2 日 10 月 3 日 10 月 5 日

予 定 価 格 15,345 千円 12,191 千円 70,023 千円 49,699 千円 94,291 千円

落 札 額 14,904 千円 11,880 千円 63,720 千円 49,464 千円 85,806 千円

落 札 率 97.1% 97.4% 91.0% 99.5% 91.0%

落 札 者 ㈲大東工業 ㈲グリーンアート ㈲角建設 ㈱箕矢組 ㈱ウオタニ

種 別 土　木 土　木 土　木 土　木 土　木

工 事 名
境港 2号汚水幹線
築造工事（14工区）

水木しげるロードリニューアル事業
道路改良工事C1工区

米川町汚水枝線
（その 2）工事

余子 3号線
改良工事

境 40 号線
改良工事

入 札 日 9 月 8 日 9 月 19 日 9 月 27 日 9 月 29 日 9 月 29 日

予 定 価 格 137,203 千円 75,510 千円 77,028 千円 20,300 千円 16,396 千円

落 札 額 125,334 千円 68,611 千円 70,470 千円 18,226 千円 16,200 千円

落 札 率 91.3% 90.9% 91.5% 89.8% 98.8%

落 札 者
佐藤産業・佐々木組
特定建設工事共同企業体

コーワ建設㈲ 佐藤産業㈲ ㈱タナカ技建 ㈲佐藤建設

19　平成２９年１１月
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有　

料　

広　

告

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

〜
火
の
用
心

　
　
　

こ
と
ば
を
形
に　

習
慣
に
〜

▼
期　

間

　

11
月
９
日
（
木
）
〜
15
日
（
水
）

▼
重
点
目
標

　
「
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
」

　

火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
被
害
を

減
少
さ
せ
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
電
池
切
れ
な
ど
経
年
劣
化

し
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
交
換
し

ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

境
港
消
防
署

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
０
１
１
９
）

空
家
の
適
正
管
理
の
お
願
い

　

空
家
と
な
っ
た
建
物
等
が
管
理
さ

れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
倒
壊

な
ど
に
よ
り
他
人
の
身
体
、
財
産
に

深
刻
な
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

空
家
等
が
危
険
な
状
態
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
所
有
者
、
管
理
者
は
、

適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
空
家
管
理
業
務
】

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

空
家
な
ど
の
所
有
者
等
か
ら
の
依
頼

に
よ
り
、
次
の
業
務
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
料
金
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
空
家
の
状
況
確
認

◇
敷
地
内
の
除
草
、
清
掃

◇
敷
地
内
の
樹
木
剪
定

◇
敷
地
内
の
庭
掃
除

◇
空
家
等
の
小
修
繕

◇
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
受
託

　

で
き
る
一
般
作
業
、
一
般
管
理

【
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
】

　

市
で
は
、
空
き
家
の
流
動
化
促
進

と
境
港
市
へ
の
定
住
促
進
を
図
る
た

め
、
空
き
家
物
件
の
情
報
を
収
集
し
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
情
報
を
提

供
し
ま
す
。

　

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
の
登
録
な
ど
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
空
家
全
般
に
つ
い
て

　

都
市
整
備
課
都
市
政
策
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
５
）

◇
空
家
管
理
業
務
に
つ
い
て

　

境
港
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
４
５
４
０
）

◇
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
つ
い
て

　

地
域
振
興
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
４
）

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日　

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
高
齢
者
料
金

　

70
歳
以
上
の
人
は
常
時
３
０
０
円

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
募
集
】

▼
電
話
で
の
出
店
受
付

　

11
月
25
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

▼
開
催
日

　

12
月
16
日
（
土
）、
17
日
（
日
）

▼
出
店
料

◇
１
日
の
み
の
場
合　

２
０
０
０
円

◇
両
日
出
店
の
場
合　

３
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
０
０
）

境
港
市
青
少
年
意
見
発
表
会

　

市
内
の
中
学
生
９
人
が
日
頃
考
え

感
じ
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
講
堂

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

家

族

介

護

教

室

い
き
い
き
介
護
講
座

　

介
護
保
険
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

▼
対　

象

　

介
護
し
て
い
る
家
族
お
よ
び
介
護

に
関
心
の
あ
る
人

▼
と　

き　

11
月
29
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
15
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

２
階
研
修
室

▼
テ
ー
マ

　

介
護
保
険
制
度
を
知
ろ
う

▼
講　

師

　

長
寿
社
会
課
介
護
保
険
係
職
員

▼
申
込
期
限　

11
月
27
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
３
１
）

催催  

しし

平成２９年
 　　　　火災発生状況

　◇建　物　３件（３件）

　◇その他　８件（５件）

※１０月１日現在

　（　）内は、昨年同期の件数

市報さかいみなと　20
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な
ん
で
も
相
談
会

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
等
の

権
利
擁
護
の
た
め
に
、
弁
護
士
や
司

法
書
士
等
の
専
門
職
が
、
相
続
・
成

年
後
見
・
差
別
待
遇
の
こ
と
な
ど
、

な
ん
で
も
相
談
に
乗
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

11
月
13
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

▼
と
こ
ろ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
浜
の
里
）

▼
料　

金　

無
料

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
９
）

納

税

相

談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
差
押
え
や
財
産
の
換
価

（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

11
月
30
日
（
木
）、12
月
26
日
（
火
）　

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら
か

じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
０
）

年

金

相

談

▼
と　

き

　

11
月
８
日
（
水
）、
来
年
１
月
10

日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
す
る
も
の

◇
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
手
帳

◇
年
金
特
別
便
・
年
金
定
期
便

◇
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
の
み
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

空
き
家
・
空
き
土
地
お
よ
び
不
動
産

こ
ま
り
ご
と
無
料
相
談
会

▼
と　

き　

11
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ　

　

米
子
市
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
の
里

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

西
部
支
部　
　
（
☎
32
‐
８
２
０
８
）

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会
に
よ
る
無
料

法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容

　

相
続
・
遺
言
、
不
動
産
贈
与
・
売
買
、

登
記
、
成
年
後
見
申
し
立
て
、
借
金
・

多
重
債
務
問
題
、
法
律
問
題
な
ど

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会

　
（
☎
０
８
５
７
‐
24
‐
７
０
２
４
）

済
生
会
境
港
総
合
病
院

地
域
医
療
連
携
室
講
演
会

　

糖
尿
病
週
間
に
ち
な
み
、
糖
尿
病

に
関
し
て
わ
か
り
や
す
く
お
話
い
た

だ
き
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
14
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

済
生
会
境
港
総
合
病
院
２
階
会
議
室

▼
テ
ー
マ　

加
齢
と
糖
尿
病

▼
講　

師

　

木
下
博ひ

ろ

司し

さ
ん
（
内
科
医
長
）

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

済
生
会
境
港
総
合
病
院　

地
域
医

療
連
携
室　
　
（
☎
42
‐
３
１
６
１
）

精
神
障
が
い
者
家
族
会(

ま
つ
ば
会)

に
よ
る

こ
こ
ろ
の
学
習
会

　

こ
こ
ろ
の
病
気
に
関
心
が
あ
る
人

や
、
ご
家
族
や
身
近
に
心
の
病
気
を

抱
え
た
人
が
い
る
人
同
士
で
、
こ
こ

ろ
の
病
気
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？

▼
と　

き　

11
月
18
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
15
分
〜
11
時
45
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容

　

こ
こ
ろ
の
病
気
を
抱
え
て
い
る
人

の
お
話

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当

日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

認
知
症
予
防
学
習
会

　

境
港
市
青
色
申
告
会
女
性
部
で
は
、

認
知
症
予
防
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
18
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

境
港
商
工
会
議
所
会
議
室

▼
テ
ー
マ

　

認
知
症
を
知
っ
て
元
気
な
う
ち
か

ら
予
防
し
よ
う
！

▼
講　

師

◇
瀬
尾
久
美
子
さ
ん
（
高
齢
者
運
動

　

つ
く
り
支
援
士
）

◇
長
寿
社
会
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　

タ
ー
保
健
師

▼
参
加
費　

無
料

▼
持
参
す
る
も
の　

タ
オ
ル
、
水
分

▼
申
込
期
限　

11
月
10
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
青
色
申
告
会
事
務
所
（
境

港
商
工
会
議
所
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
１
１
１
１
）

観光ＩｏＴインバウンド促進フォーラム
　訪日外国人旅行者から見た山陰地方の魅力とＩｏＴ

を活用した今後の展開、「瑞
みず

風
かぜ

」と地域振興など、Ｉ

ｏＴの普及促進および地域振興を目的としたフォーラ

ムが開催されます。

▼と　き　１１月１６日（木）

　　　　　午後１時３０分～４時４０分

▼ところ　境港商工会議所　大会議室

▼定　員　８０人

▼参加費　無料

▼申し込み方法

　件名を「観光ＩｏＴインバウンド促進フォーラム参

加希望」とし、氏名、住所、連絡先を記入して、電子

メールまたはファクシミリでお申し込みください。

▼申込期限　１１月１０日（金）

▼問い合わせ・申し込み先

　通商観光課観光振興係　（☎４７－１０６８）

　　　　　　　　　　　　 FAX４４－７９５７

　Mail tsusyokanko@city.sakaiminato.lg.jp

21　平成２９年１１月
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

ケ
ー
タ
イ
の
安
全
講
座

〜
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
〜　

　
　

　

近
年
多
発
し
て
い
る
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
携
帯
電
話
を
使
っ
た
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
、
わ
か

り
や
す
い
勉
強
会
で
す
。

　

特
に
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
が
狙

わ
れ
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
あ
わ
せ
て
災
害
時
の
携
帯

電
話
の
利
用
の
仕
方
な
ど
も
お
話
し

し
ま
す
。

▼
と　

き

◇
11
月
21
日
（
火
）

　

午
後
２
時
20
分
〜
４
時
20
分

◇
11
月
22
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
講
堂

▼
講　

師

◇N
T
T
 d
o
co
m
o

広
島 

担
当
者

◇
境
港
警
察
署
員

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会　

原
本
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
５
７
０
５
‐
３
０
６
４
）

第
９
回
境
港
さ
か
な
・
妖
怪
ウ
ォ
ー
ク

　

み
な
と
ま
ち
の
潮
風
を
感
じ
な
が

ら
、
さ
か
な
と
妖
怪
の
ま
ち
を
歩
き

ま
し
ょ
う
。

▼
と　

き　

11
月
19
日
（
日
）

※
雨
天
決
行

▼
集
合
場
所

　

夢
み
な
と
公
園
イ
ベ
ン
ト
広
場

▼
コ
ー
ス
・
日
程

【
15
㎞
コ
ー
ス
】

◇
集　

合　
　

午
前
８
時
20
分

◇
ス
タ
ー
ト　

午
前
９
時

【
11
㎞
コ
ー
ス
、
６
㎞
コ
ー
ス
】

◇
集　

合　
　

午
前
９
時
20
分

◇
ス
タ
ー
ト　

午
前
10
時

▼
定
員
（
先
着
）　

６
０
０
人

※
各
コ
ー
ス
の
合
計
で
す
。

※
定
員
に
達
し
て
い
な
い
場
合
の
み
、

当
日
現
地
で
申
込
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
参
加
費

◇
一
般
（
高
校
生
以
上
）　　

千
円

◇
小
人
（
小
・
中
学
生
）
５
０
０
円

※
当
日
申
込
は
各
５
０
０
円
増
し

※
小
学
生
未
満
は
無
料

▼
参
加
特
典

◇
カ
ニ
汁
ふ
る
ま
い

◇
妖
怪
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
大
会
オ
リ

　

ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
ジ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

◇
完
歩
証
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
地
元
の
特

　

産
品
等
の
お
楽
し
み
大
抽
選
ほ
か

▼
申
し
込
み
方
法

◇
郵
便
振
込
に
よ
る
申
し
込
み

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み

◇
観
光
案
内
所
・
観
光
協
会
事
務
局

　

へ
の
直
接
申
し
込
み

▼
申
込
期
限

◇
郵
便
振
込
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
10
日（
金
）

◇
直
接
申
し
込
み　

11
月
16
日（
木
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
さ
か
な
・
妖
怪
ウ
ォ
ー
ク
実

行
委
員
会
（
境
港
市
観
光
協
会
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
８
０
）

ラ
ム
サ
ー
ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

多
く
の
水
鳥
や
水
生
生
物
が
生
息

す
る
中
海
・
宍
道
湖
の
水
辺
に
親
し

み
を
持
つ
と
と
も
に
、
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

12
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ

　

松
江
テ
ル
サ　

テ
ル
サ
ホ
ー
ル

▼
内　

容

◇
活
動
発
表

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
す
る
ま
ち
づ

　

く
り　
　

・
ア
ジ
ア
湿
地
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告　
　

◇
基
調
講
演

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

◇
水
鳥
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
写
真
展

　

示
ほ
か

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

島
根
県
環
境
政
策
課
宍
道
湖
・
中

海
対
策
推
進
室

　
（
☎
０
８
５
２
‐
22
‐
６
４
４
５
）

美
保
学
園
見
学
会

　

美
保
学
園
は
学
校
？
少
年
院
は
、

何
を
す
る
と
こ
ろ
？

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
、
美
保
学
園
の

活
動
や
少
年
院
の
教
育
活
動
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
美
保
学
園
見
学
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
対　

象　

20
歳
以
上
の
人

▼
と　

き　

11
月
11
日(

土)

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
受
付
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
庁
舎

玄
関
で
行
い
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

美
保
学
園
（
米
子
市
大
篠
津
町
）

▼
内　

容

◇
美
保
学
園
お
よ
び
少
年
院
の
概
況　

　

説
明
、
園
内
見
学
、
美
保
学
園
の

　

防
災
へ
の
取
り
組
み
の
紹
介

◇
刑
務
作
業
製
品
の
販
売
（
文
具
、

　

ま
な
板
、
石
け
ん
等
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

美
保
学
園　
（
☎
28
‐
７
１
１
１
）

伯
ほ う き の く に

耆国「大山開山１３００年祭」情報
　大山の紅葉シーズンが到来します。年によって色づく時期は異なります

が、１０月初旬より色づきはじめ、下旬から１１月初旬にかけて紅葉のピー

クを迎えると言われています。

　鍵
かぎ

掛
かけ

峠
とうげ

（江府町）など有名な観覧スポットからの眺めは絶景！また、そ

れ以外にもきれいな紅葉を眺められる場所がたくさんあり、イベントもた

くさん行われています。

【私の好きな大山】写真コンテスト

▼内　容

　みんなに伝えたい大山の姿、知ってもらいたい素晴らしい風景、大山で

遊んだ思い出など、大山を題材にした写真を募集しています。
▼募集期限　来年１月３１日（必着）

▼応募方法　「大山開山１３００年祭」のホームページから応募

▼入賞作品　最優秀賞１点・・５万円、優秀賞５点・・１万円

※詳細は実行委員会ホームページでご確認ください。

▼問い合わせ・申し込み先

　伯耆国「大山開山１３００年祭」実行委員会　（☎３１－９３６３）

　ホームページ　http://www.daisen1300.org/
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手
織
工
房
「
藍あ

慈じ

彩さ
い

」
作
品
展

▼
と　

き

　

11
月
25
日
（
土
）、
26
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
26
日
（
日
）
は
午
後
４
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　

市
民
会
館
展
示
室

▼
内　

容　

作
品
の
展
示
・
販
売

▼
問
い
合
わ
せ
先　

な
ぎ
さ
会
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
７
２
８
０
）

み
な
〜
と
カ
フ
ェ

博
愛
病
院
お
し
か
け
出
前
講
座

〜
自
宅
で
も
で
き
る　

腰
痛
・
肩
こ

り
対
策
〜

　

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
貢
献
活
動
を
実

践
し
、
活
躍
し
て
い
る
人
を
講
師
に

招
い
て
の
講
演
会
で
す
。

　

今
回
は
、
博
愛
病
院
の
理
学
療
法

士
に
自
宅
で
で
き
る
腰
痛
・
肩
こ
り

の
解
消
法
や
予
防
法
を
お
話
し
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
簡
単
な
体
操
も
あ

り
ま
す
の
で
、
動
き
や
す
い
服
装
で

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

11
月
14
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
講　

師

　

医
療
法
人
同
愛
会
博
愛
病
院
理
学

療
法
士

※
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
２
０
４
）

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

【
音
楽
空
間
コ
ン
サ
ー
ト
〜
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
＆
オ
カ
リ
ナ
の
詩
〜
】

▼
と　

き　

11
月
17
日
（
金
）

　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
40
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　

無
料

▼
出　

演

　

杉
山
清き
よ

香か

さ
ん

▼
曲　

目

◇
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
ポ
ル
カ

◇
オ
ー
ル
・
オ
ブ
・
ミ
ー

◇
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア　

ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
文
化
振
興
財
団

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
４
）

食

育

推

進

事

業

子
ど
も
料
理
教
室
参
加
者

　

学
校
給
食
で
提
供
し
て
い
る
献
立

を
調
理
す
る
「
子
ど
も
料
理
教
室
〜

学
校
給
食
の
献
立
を
つ
く
っ
て
み
よ

う
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

市
内
小
学
校
に
通
う
児
童

※
１
、２
年
生
は
な
る
べ
く
保
護
者

同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と　

き　

12
月
26
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
調
理
室

▼
定　

員　

20
人
程
度

※
定
員
に
達
し
次
第
、
受
付
を
終
了

し
ま
す
。

▼
参
加
費　

無
料

▼
献　

立

◇
境
港
海
藻
米
の
ご
飯

◇
あ
ご
が
ギ
ュ
ウ
〜
っ
と
ド
ラ
イ
カ

　

レ
ー

◇
野
菜
サ
ラ
ダ

◇
カ
ニ
汁

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
ま
た
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

窓
口
へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
21
‐
２
１
１
１
）

猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
助
成

　

安
易
な
飼
育
放
棄
な
ど
の
問
題
解

決
を
目
的
と
し
て
、（
公
社
）
鳥
取

県
獣
医
師
会
は
猫
の
不
妊
・
去
勢
手

術
奨
励
事
業
に
よ
る
手
術
費
の
助
成

を
行
い
ま
す
。

　

猫
の
適
正
飼
育
の
た
め
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

▼
助
成
額

◇
不
妊
手
術　

４
０
０
０
円

◇
去
勢
手
術　

２
０
０
０
円

▼
助
成
予
定
頭
数　

３
０
０
頭

　

県
内
居
住
者
１
世
帯
１
回
の
申
し

込
み
と
し
、
１
世
帯
当
た
り
５
頭
を

上
限
と
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。

※
助
成
予
定
頭
数
は
、
鳥
取
県
全
域

の
頭
数
で
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
あ
る
申
し

込
み
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

切
手
を
貼
り
付
け
て
郵
送
す
る
か
、

鳥
取
県
獣
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

必
要
事
項
を
入
力
し
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

審
査
後
、
助
成
が
決
定
し
た
と
き

は
通
知
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

通
知
書
が
届
い
た
ら
、
通
知
書
を

持
参
し
て
来
年
3
月
10
日
（
土
）
ま

で
に
県
内
の
動
物
病
院
で
手
術
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　

11
月
30
日
（
木
）
当
日
消
印
有
効

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
社
）
鳥
取
県
獣
医
師
会

　
（
☎
０
８
５
７
‐
53
‐
４
３
０
０
）

夢
を
生
き
る
女
性
の
た
め
の

教
育
・
訓
練
賞
対
象
者

　

夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
る
女
性
の

た
め
の
教
育
・
訓
練
賞
の
対
象
者
を

募
集
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

自
身
と
扶
養
家
族
に
対
し
、
主
に

経
済
的
責
任
を
負
い
な
が
ら
、
職
業

訓
練
、
専
門
学
校
、
短
期
大
学
、
大

学
に
在
学
中
ま
た
は
入
学
許
可
を
得

て
い
る
女
性

▼
支
援
額　

50
万
円
（
１
人
）

　
　
　
　
　

30
万
円
（
６
人
）

　
　
　
　
　

20
万
円
（
若
干
名
）

※
審
査
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

▼
応
募
期
限　

11
月
30
日
（
木
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
境
港

市
場
さ
ん　
　
（
☎
44
‐
５
５
５
３
）

放
送
大
学
４
月
入
学
生

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
30
年
度
第

１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利
用
し
、
心

理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
等
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ

ま
す
。

▼
出
願
期
限

　

12
月
１
日
（
金
）
〜
来
年
２
月
28

日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
鳥
取
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
８
５
７
‐
37
‐
２
３
５
１
）

（
☎
4

募募  

集集

有　

料　

広　

告

23　平成２９年１１月
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「
館
長
が
語
る
妖
怪
の
秘
密
」
参
加
者

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
館
長
が
妖
怪

の
世
界
に
つ
い
て
説
明
す
る
イ
ベ
ン

ト
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と　

き

　

12
月
23
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日

　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
お
よ
び
水
木

し
げ
る
記
念
館

▼
対　

象

　

市
内
小
学
生
10
人
（
各
回
と
も
）

※
保
護
者
同
伴
可

▼
料　

金

◇
小
学
生　

２
０
０
円

◇
保
護
者　

６
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

水
木
し
げ
る
記
念
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
１
７
１
）

竹
内
マ
ツ
植
樹
隊

【
マ
ツ
植
樹
祭
参
加
者
募
集
】

　

竹
内
マ
ツ
植
樹
隊
で
は
竹
内
西
緑

地
の
松
林
復
元
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
年
度
は
１
０
０
０
本
の
ク
ロ

マ
ツ
苗
を
植
樹
し
ま
す
。
一
緒
に
苗

を
植
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と　

き　

11
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

※
雨
天
決
行

※
参
加
費
・
事
前
申
し
込
み
不
要

▼
と
こ
ろ

　

竹
内
西
緑
地
（
太
陽
光
発
電
施
設

の
南
側
）

▼
持
参
す
る
も
の

　

移
植
ご
て
、
手
袋
、
タ
オ
ル

【
隊
員
募
集
】

　

境
港
の
原
風
景
「
白
砂
青
松
」
を

取
り
戻
す
た
め
、
一
緒
に
汗
を
流
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
年
間
を
通
じ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

※
竹
内
町
以
外
か
ら
の
参
加
も
歓
迎

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

竹
内
マ
ツ
植
樹
隊　

荒
井
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
６
４
３
３
‐
２
０
３
６
）

市
営
住
宅
入
居
者

▼
入
居
資
格
（
一
般
）

◇
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

◇
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
連
帯
保
証
人
が
１
人
あ
る
こ
と

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間

　

11
月
９
日
（
木
）
〜
15
日
（
水
）

▼
入
居
抽
選
日　

11
月
20
日
（
月
）

▼
入
居
可
能
日　

12
月
１
日
（
金
）

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
、
別
途

駐
車
場
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
１
区
画 

月
額
千
円
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
築
営
繕
課
公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
９
）

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子

　

月
入
所
生
（
離
職
者
対
象
）

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子
で
は
職

業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
訓
練
科

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
（
６
カ

月
訓
練
）

▼
定　

員　

15
人

▼
訓
練
期
間

　

来
年
１
月
５
日
（
金
）
〜
６
月
28

日
（
木
）

▼
入
所
資
格　

求
職
中
の
人

▼
募
集
期
間

　

11
月
13
日（
月
）〜
12
月
８
日（
金
）

▼
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
実
費
が
必
要

▼
参　

考

　

雇
用
保
険
受
給
者
で
諸
条
件
を
満

た
し
た
人
は
訓
練
最
終
日
ま
で
受
給

期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

雇
用
保
険
受
給
者
以
外
の
人
も
一

定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
職
業
訓
練
受

講
給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
受
講
で

き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
先

　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

※
見
学
会
を
11
月
22
日
（
水
）、
12

月
６
日
（
水
）
に
、
体
験
会
を
11
月

30
日
（
木
）
に
開
催
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子　

訓
練

課　
　
　
　
　
（
☎
27
‐
５
１
１
５
）

団地名
夕顔団地

（誠道町 217）

種　別 一　般

建設年度 平成 4年

構　造 鉄筋・３階建

募集住戸 4B 棟 33 号（3階）

間取り等
３ＤＫ

６畳（２）、洋６畳

家賃（円） 20,000 ～ 39,300

12

有　

料　

広　

告
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informationinformationinformationinformation

第１３回　境港市読書活動推進大会

～赤ちゃんから大人まで本で楽しいひとときを～赤ち んから大人まで本で楽しいひとときを

『 境 港 市 読 書 ま つ り 』『 境 港 市 読 書 ま つ り 』

▼問い合わせ先
　生涯学習課生涯学習係（☎４７－１０９１）

《 図書館クイズラリー 》

　みんなで参加して賞品をゲットしよう！

▼じかん　午後１時～３時３０分

▼コース　①中央公民館スタート

　　　　　②和室２号

　　　　　③第１会議室

　　　　　④市民図書館

　　　　　⑤市民活動センター

《 図書館廃棄本を無料で提供します 》

　図書館廃棄本を図書館分館前で無料提供します。　

▼じかん　午後０時２０分～午後３時３０分

【と　き】　１１月２５日（土）午前１１時～　開会式（中央公民館）

【ところ】　市民会館・市民図書館ほか

《 特別体験ポイント 》

「読みメンによるお話し会」に参加すると

賞品がもらえるよ！

《 講　演　会 》

　多くの図書館建設に携わり、本市の図書館機能を

含む複合施設の建設にもアドバイスをいただいてい

る鎌倉さんの講演会です。

▼講　師　鎌倉　幸子さん

　　　　　（アカデミック・リソース・ガイド㈱）

▼じかん　午前１１時１５分～午後０時１５分

《 米子ものづくり道場 》　

　「もどってくる車」、「マジックカード」を作ります。

　ものづくりのプロにアドバイスをもらって、作っ

てみよう！！

▼じかん　午後１時２０分～２時２０分

読みメン講座

《 保育士のお兄さんたち「アソビ
ニン」による絵本の読み聞かせ 》

▼じかん　午後３時～３時３０分

中央公民館

《 学校図書館展示 》

　市内小・中・高等学校図書館の取り組みを紹介

します。ぜひ、ご覧ください。

▼じかん　午前１０時～午後３時３０分

第１会議室

　境港親と子どもの劇場による

《 乳幼児と楽しむ絵本とわらべうた 》

▼じかん　午後０時３０分～１時

和室１号

《 青い目の人形の展示 》

　９０年前、アメリカから来ました。

　外江・境・渡小の新青い目の人形も並びます。

《 大型絵本などの展示 》
《 読みメン向きの絵本展示 》

▼じかん　午後０時２０分～３時３０分

《 １ 箱 本 屋 さ ん 》

　みんなが本屋の店長さんになって、自前の本を

販売します。

▼じかん　午後０時２０分～３時３０分

和室２号

《 手作りカレー・ネパールコーヒー等販売 》
《 写　真　展　示 》
「家族と本のある風景の写真」

▼じかん　正午～午後３時３０分

市民活動センター
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美哉幼稚園 びさい交流会
【おもちつき】

▼と　き　１１月１６日（木）　午前１０時３０分～

【びさいフェスティバル】

▼と　き　１２月９日（土）　午前９時～正午

▼ところ　シンフォニーガーデン

※毎日、園庭とえほん館を開放し、未就園児にも絵本の貸

し出しをしています。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　（☎４２－２８３９）

　内容についての詳細は、各施設に直接お問

い合わせください。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い

合わせ先と同じです。

聖心幼稚園 に こ にこひろば
【親子ヨガ】

▼と　き　１１月１１日（土）　午前１０時～１１時３０分

　　　　　※事前申し込みが必要

▼ところ　遊戯室

▼定　員　１５組

▼持参するもの　タオル、飲み物

【おもちつき】

▼と　き　１１月３０日（木）　午前１０時３０分～

　　　　　※事前申し込みが必要

▼定　員　１５組

▼持参するもの　エプロン、手拭きタオル、飲み物、

　　　　　　　　皿、フォーク

【園庭解放】

　未就園児を対象に園庭開放しています。

▼対　象　未就園児親子、在園児親子

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

▼問い合わせ先　聖心幼稚園（☎４２－２０４０）

子育てひろば

き ら き ら・ ひ ま わ り 情 報
【巡回子育てプレイランド】

▼と　き　１１月１０日（金）　午前１０時～１１時３０分

　　　　　※事前申し込み不要

▼ところ　誠道公民館

▼内　容　「ひまわり」のおもちゃを持って出かけます。

　　　　　一緒に遊びましょう。

【０歳さんあつまれ～！】

▼対　象　満１歳までの子どもと保護者

▼と　き　１１月２８日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時５０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　◇親子でわらべうた

　　　　　◇離乳食、発達、しつけ等の相談

　　　　　◇月齢に応じたグループに分かれての交流

　　　　　　（子育てについての情報交換等）

▼定　員　先着３０組

▼申込期限　１１月２４日（金）

【きらきらタイム】

　◇と　き　毎週木曜日　午前１１時～

　◇ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

　◇と　き　第１～第３火曜日　午前１０時３０分～

　◇ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼問い合わせ先

　◇こども支援センター「きらきら」　（☎４５－０１１６）

　◇地域子育て支援センター「ひまわり」　（☎２１－８１０３）

ファミリー・サポート・センター情報
【全体交流会】

▼と　き    １１月１９日（日）午前１０時～１１時３０分

▼ところ    保健相談センター

▼申込期限    １１月１５日（水）   

※会員以外の人も参加できますが申し込み多数の場合は会

員を優先します。

▼問い合わせ先

　境港市ファミリー・サポート・センター　（☎４５－６６６０）

歯 科 健 診・ フ ッ 素 塗 布

▼対　象

　実施日におおむね１歳９カ月～２歳９カ月未満までの

幼児

▼条　件

　前回フッ素塗布してから３カ月以上空いていること

　※１人あたり年に１～２回実施可能（初回対象者優先）

▼と　き　１２月８日（金）、来年３月６日（火）

　　　　　午後１時～２時３０分

▼ところ　保健相談センター

▼主な内容　歯の染めだし、歯みがき指導、フッ素塗布

▼持参する物

　歯ブラシ、コップ、タオル１枚、母子手帳

　※汚れてもよい服装でお越しください。

▼募集人数　４０人（予約制）

▼申込期限　実施日の７日前

▼申し込み・問い合わせ先　

　健康推進課母子保健係　（☎４７－１０４０）
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おむつ利用券のご案内

　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月毎におむつ

利用券（１回の申請につき３，０００円分）を交付し

ています。１１月の対象者は下記のとおりです。申

請がまだの人は、お早めに窓口までお越しください。

※お子さんの誕生月が平成２８年１２月、平成２９年

３月、６月の人は、１１月３０日（木）が申請期限で

すので、ご注意ください。

※平成２９年４月、５月生まれのお子さんの場合、

６カ月児健康診査の際にも申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係　（☎４７－１０７７）

お子さんの誕生月 参　考

１回目 平成 29 年 6 月～ 8月 出生月の３～５カ月後

２回目 平成 29 年 3 月～ 5月 出生月の６～８カ月後

３回目
平成 28 年 12 月
         ～平成 29 年 2 月

出生月の９～１１カ月後

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

毎月第３金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

毎月第１金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

 11 月 23 日（木・祝） 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

☆おはなし広場
絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　（☎４７－１０９１）

☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

 11月29日（水）
12：45 ／ 13：15

平成 29 年 4 月生まれの幼児

健康推進課
（☎ 47-1042）
※妊活相談以外は、
　母子健康手帳を持参

会場：保健相談センター

 12月13日（水） 平成 29 年 5 月生まれの幼児

１歳６カ月児
健康診査

 11月30日（木）
12：50 ／ 13：25

平成 28 年 4 月生まれの幼児

 12月14日（木） 平成 28 年 5 月生まれの幼児

３歳児
健康診査

 11月09日（木）
12：45 ／ 13：15

平成 26 年 10 月生まれの幼児

 12月07日（木） 平成 26 年 11 月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談

 12月05日（火）

9:30 ～ 12:00（受付 10:30 まで） 妊産婦・乳幼児と保護者

妊活相談 9:30 ～ 12:00（受付 11:00 まで）２人目以降のお子さんを希望される人

離乳食講習会
10:00 ～ 10:40（5 ～ 8 カ月児）
10:50～ 11:30（9カ月～1歳6カ月児）

５カ月～１歳６カ月児と
保護者

子育て相談
 毎日　8：30 ～ 17：15
 ※「きらきら」は土・日曜日・祝祭日を除く
 　「ひまわり」は木曜日を除く

乳幼児と保護者

こども支援センター
 「きらきら」（☎ 45-0116）

地域子育て支援センター
 「ひまわり」（☎ 21-8103）

※毎月第４金曜日に開催している「おしゃべりたんぽぽおはなし会」は、今月は２３日（木・祝）に行います。

両　 親　 学　 級
▼対　象　妊娠中の人とそのパートナー

※妊婦さんお一人の参加も大丈夫です。

※これからお孫さんを迎えられるおじいちゃん、おばあ

ちゃんもどうぞご参加ください。（これから、新しい家族

を迎える２人がどのような体験をするのかご覧ください。）

▼と　き　１１月１９日（日）

　　　　　午前９時３０分～１１時３０分

　　　　　※事前申し込みが必要

▼ところ　保健相談センター

▼内　容

◇妊娠中に使える制度

　知っておくとためになる色々な制度についてお話しま

す。

◇胎児の成長と心とからだを育む食生活（グループワーク）

　栄養士と助産師でグループワークを進行していきます。

※楽な服装でお出かけください。

※託児あり。申し込みの時に併せてお知らせください。

▼申込期限　１１月１７日（金）

▼申し込み・問い合せ先

　健康推進課母子保健係（☎４７－１０４２）

27　平成２９年１１月



図書館に行こう図書館に行こう！！
と 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　いと 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　い

　『ミュージック・マガジン』

と『レコード・コレクターズ』

を創
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刊
かん

。多
た

彩
さい

な音
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楽
がく

に関
かか

わり、

日
に

本
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おん

楽
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論
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き

盤
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を築
きず
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あ

げた男
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の人
じん

生
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　なぜそこに「壁
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」があるのか。

南
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北
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朝
ちょう

鮮
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場
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者
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古
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ず
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的
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す

顔
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著
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体
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はん

藤
どう

一
かず

利
とし

・阿
あ

川
がわ

佐
さ

和
わ

子
こ

）

◇中
ちゅう

国
ごく

はなぜ軍
ぐん

拡
かく

を続
つづ

けるのか（阿
あ

南
なみ

友
ゆう

亮
すけ

）

◇きものとジャポニズム　　　（深
ふか

井
い

晃
あき

子
こ

）

◇忘
わす

れられないひと、杉
すぎ

村
むら

春
はる

子
こ

（川
かわ

良
ら

浩
ひろ

和
かず

）

◇逆
ぎゃっ

境
きょう

の中
なか

で咲
さ

く花
はな

は美
うつく

しい　（工
く

藤
どう

進
しん

英
えい

）

◇帝
てい

国
こく

の復
ふっ

興
こう

と啓
けい

蒙
もう

の未
み

来
らい

　　　（中
なか

田
た

考
こう

）

◇国
こく

連
れん

で学
まな

んだ修
しゅ

羅
ら

場
ば

のリーダーシップ

　　　　　　　　　　　　　　（忍
おし

足
だり

謙
けん

朗
ろう

）　　　　　　　　　

◇２０８４　世
せ

界
かい

の終
お

わり

　　　　　　　　　（ブアレム・サンサル）

◇伝
でん

統
とう

工
こう

芸
げい

を継
つ

ぐ男
おとこ

たち　　　（関
せき

根
ね

由
よし

子
こ

）

◇古
こ

都
と

の占
せん

領
りょう

　生
せい

活
かつ

史
し

から見
み

る京
きょう

都
と

　１９４５～１９５２　　　　（西
にし

川
かわ

祐
ゆう

子
こ

）

◇図
と

書
しょ

館
かん

１００連
れん

発
ぱつ

　　　　　　（岡
おか

本
もと

真
まこと

）

◇１からわかる図
と

書
しょ

館
かん

の障
しょう

がい者
しゃ

サービス

　　　　　　　　　　　　　　（佐
さ

藤
とう

聖
せい

一
いち

）　　

◇環
かん

日
に

本
ほん

海
かい

の漁
ぎょ

業
ぎょう

と地
ち

域
いき

産
さん

業
ぎょう

　（加
か

藤
とう

達
たつ

夫
お

）

　　　　　　　　　　　ほか、計
けい

443冊
さつ

☆貸
かし

出
だし

冊
さつ

数
すう

・期
き

間
かん

　１
ひとり

人５冊
さつ

・２週
しゅう

間
かん

市
し

民
みん

図
と

書
しょ

館
かん

（☎47－1099）

◆開
かい

館
かん

時
じ

間
かん

　午
ご

前
ぜん

９時
じ

３０分
ぷん

～午
ご

後
ご

６時
じ

３０分
ぷん

　　　　　【土
ど

・日
にち

・祝
しゅく

日
じつ

は午
ご

後
ご

６時
じ

閉
へい

館
かん

】

◆休
きゅう

館
かん

日
び

　　毎
まい

月
つき

第
だい

２木
もく

曜
よう

日
び

・毎
まい

月
げつ

末
まつ

◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/

中な
か

村む
ら

と
う
よ
う
音お

ん

楽が
く

評
ひ
ょ
う

論ろ
ん

家か

の

時じ

代だ
い

　
　
　
　
　
　
　
　

田た

中な
か

勝か
つ

則の
り

世せ

界か
い

を
分ぶ

ん

断だ
ん

す
る
「
壁か

べ

」

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
ノ
ヴ
ォ
ス

ロ
フ

山や
ま

川か
わ

静し
ず

夫お

の
文ぶ

ん

楽ら
く

思お
も

い
出で

ば
な

し
　
　
　
　
　
　
　
　

山や
ま

川か
わ

静し
ず

夫お

越こ

し
人ひ

と　

芥
あ
く
た

川
が
わ

龍
り
ゅ
う

之の

介す
け　

最さ
い

後ご

の
恋こ

い

人
び
と

　
　
　
　
　
　
　
　

谷た
に

口
ぐ
ち

桂
け
い

子こ

お忘れなく！

国 民 健 康 保 険 税 ５ 期

後期高齢者医療保険料５期

介 護 保 険 料 ４ 期

の納期限は

１１月３０日（木）
です

・便利な口座振替をご利用ください

・納期限内に納付がない場合、納期限
後２０日以内に督促状を発送します

清掃センター・リサイクルセンターからの清掃センター・リサイクルセンターからの
お 知 ら せお 知 ら せ

▼問い合わせ先
　◇清掃センター　　　　（☎４２－３８０３）
　◇リサイクルセンター　（☎４５－８６２６）

◎可燃ごみ・軟質プラスチック類の祝日収集

≪１１月の対象日≫

　１１月　３日（金・文化の日）

　１１月２３日（木・勤労感謝の日）

※収集該当地区のみの収集となります。
※当日は施設へのごみの持ち込みはできません。

◎毎月第３日曜日 

≪家庭系ごみの受け入れ≫ 

　１１月１９日（午前９時～正午）

市報さかいみなと　28



と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料

11 月 4 日（土）
11 月 18 日（土）

古典講座「みんなで楽しく『万
葉集』を読もう」

市 民 会 館
中央公民館

4日／ 14：00 ～
18 日／ 11：00 ～

市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

11 月 10 日（金）
アトリエＵ 絵画作品展

（～ 11 月 13 日（月））

市 民 会 館
展 示 室

10：00 ～ 17：00
アトリエＵ
☎ 42 － 3063（植田）

無　料

11 月 17 日（金）
フォトクラブ
フィッシュアイ写真展
（～ 11 月 19 日（日））

市 民 会 館
展 示 室

10：00 ～ 17：00
※ 19 日は 16：00 まで

フォトクラブ 
フィッシュアイ
☎090-4890-6491（永田）

無　料

11 月 25 日（土）
絵本と紙芝居の会

（※英語多読を一緒に楽しみましょう）
市民図書館 14：30 ～

市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

11 月 26 日（日） 境港市合唱祭２０１７ 文化ホール 14：00 ～
境港市合唱連盟
☎ 44 － 2310（佐々木）

一般３００円
※高校生以下は無料

境港市文化振興財団ホームページアドレス　http://sakaiminato-bunka.jp

文化施設催し物スケジュール

－境港市の人口－
　　男　：16,652 人（－ 11）
　　女　：17,878 人（－ 12）
　合　計：34,530 人（－ 23）
　世帯数：15,146 世帯（－ 4）

　※平成 29 年 9 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます

一 

健
康
で
楽
し
く
働
き

　
　

 

明
る
い
家
庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一 

互
い
に
助
け
合
い 

　
　

 

だ
れ
に
も
親
切
に
し
ま
し
ょ
う

一 

き
ま
り
を
守
り

　
　

 

公
共
の
物
を
た
い
せ
つ
に
し
ま
し
ょ
う

一 

自
然
の
美
を
生
か
し

　
　

 

住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一 

豊
か
な
心
を
養
い

　
　

 

文
化
の
向
上
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う

　
　
　

   　
　
　
　

〈
昭
和
45
年
11
月
３
日
制
定
〉

市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

　☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談 11 月 9 日（木） 13：00 ～ 16：00
老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談 第２金曜日 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）鳥取行政評価事務所
　　行政相談室
☎０８５７－２４－５５４２

心配ごと相談 第２木曜日 13：00 ～ 16：00 老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）
※福祉相談は相談日以外
　でも受け付けています。

法 律 相 談
11 月 10 日（金）
11 月 17 日（金）
12 月 1 日（金）

13：30 ～ 15：30

福　祉　相　談
12 月 22 日（金）
※ 11 月はありません

13：00 ～ 16：00

多重債務・法律
相  談  会

11 月 13 日（月） 13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

相続・遺言相談 第２火曜日 10：30 ～ 12：30
老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

青 少 年 相 談 月～金曜日 8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－１０１４

こころの相談
カウンセリング

11 月 20 日（月） 14：00 ～ 16：00
健康推進課
　☎４７－１０４３
　※予約制

ＤＶ（家庭内暴力）
電 話 相 談

◇心と女性の相談室　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8:30 ～ 17:15 ※緊急の保護には対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17:15 ～ 8:30）、土日祝（8:30 ～ 17:15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月～金曜日 8：30 ～ 17：15、第２土曜日 9：30 ～ 16：00）

ねんきん定期便専用ダイヤル
　☎０５７０－０５８－５５５
（月～金曜日 9：00 ～ 20：00、第２土曜日 9：00 ～ 17：00）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

29　平成２９年１１月
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

今月のげんきちゃん今月のげんきちゃん
みんな 元気いっぱい
 　　　　すくすく育ってね☆

　主に６カ月健診で取材しています。このコーナーに掲載を希望される

人は、取材職員にお声かけください。また、直接の受け付けも行ってい

ますので、地域振興課までご連絡ください。

 後藤 來
く こ

瑚 ちゃん（H29.2.19 生） と

   お母さんの 千
ちあき

晶 さん（幸神町）
 
  ≪お子さんへのメッセージ≫

    自由奔放に育ってね♪

 松本 啓
けいじ

志 ちゃん（H29.2.6 生） と

   お姉さんの 琉
る か

花 ちゃん

   お母さんの 加
か な こ

奈子 さん（渡町）
 
 

　
≪お子さんへのメッセージ≫

   お姉ちゃんと仲良く、元気に育ってね

 足立 美
みれい

怜 ちゃん（H29.1.29 生） と

   お母さんの 寛
ひろこ

子 さん（中野町）
 
  ≪お子さんへのメッセージ≫ 

  兄姉と仲良くにぎやかにたくましく育ってね

　９月のベニズワイガニ漁に続き、１１月からはズワイガニ

（松葉がに）の漁も始まり、いよいよ本格的なカニのシーズ

ンとなります。

　オスのズワイガニは、昨年の鳥取で行われた初セリでは、

最高級の「五輝星」に１３０万円の値が付き、全国的にも有

名になりました。

　そんな高級なイメージのあるオスに対し、メスのズワイガ

ニは、「親ガニ」「セコガニ」などと呼ばれ、オスよりも小さ

いため、手頃な値段で手に入ります。しかし、その味は、オ

スにはない卵（内子、外子）が絶品で、１１月６日から１２

月末までの短い漁期ですが、地元ではこのカニの水揚げを待

ち望んでいる人が沢山います。

　今回は、「親ガニ」の代表的な料理である、カニ汁をご紹

介いたします。絶品です！

水産課（☎ 47 － 1055  FAX 44 － 7957）

  28お さ か な レ シ ピお さ か な レ シ ピ

□作り方
①鍋に水を入れ、短冊切りにした大根を入れて煮る。

②煮立ったら、たて半分に切った親ガニを入れる。

③大根が柔らかくなったら味噌を入れる。

　※アクはとること。

　※親ガニは半分に切らずに、甲羅や足を外して入れ、

　　食べやすくしても良い。

親ガニのかに汁

□材料（４人前）
　○親ガニ　２枚

　○大根　　１５０～２００ｇ

　○味噌　　５０～８０ｇ

第１５回カニ感謝祭は

来年１月２１日（日）に開催します。


